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序

筑紫平野を彩る,11 r!J-,: けでは視在までに数多くの歴史的j席物が生み出

され 、 tli\岡県南部を代表する歴史的・文化的地域として発展しております。

今H報告する筑後北部地区辿跡罪は平成16年）ばから継続して行われて

おります「県党ほ場撒備 ·H 業筑後北部地区」に伴う緊忍の雌蔵文化財発

掘調代の 1記録です。 この人規校な股地の照備により、 土の中にIll� つてい

た先人たちの足跡が1fl滅する危機をI LI I避するため、 史には地域の歴史・

文化財を記録に残し、 後 Ill:に伝え残すために発り贔)i1ij i1tを行しヽました。

調i1'tされた辿跡からは様々な時代の粋らしが似几され、 ヽ[,, ii j — 術の歴

史像を解明する狩料が裕梢されるれとなりました。

本,'}を梢滅する辿跡の名残りとして捉えるのではなく、 木米を想像で

き る一つの学術的狩料、 オ刊しくは地域を埓えるための4弁梢学習の一 資料

としで活川していかなければなりません。

I伽l介．に際しましては、 各じl峨l係者、 各 l.'kl 係機 l!klには多大なるこ協力

とこ支援をしヽただきましたことに心から感謝,, , し 1-. げます。

'I勺戎； 18{ド3) J 

筑後iii教ff委員会

教育艮 城） i . 男



苓l-
x-
i-f
fl。

r△
ヽ

r

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 
.
 

姿
5̀•

 /\I
 

（

差）

茎
目―――w-―
n
�
翠

l

(
YI
V)
 
:lfA
r.ff
 JI――
Yil
H'
T
�
 塔

l

（
生
(i

tt
 ,

-
l

)

蚕
弓
f
=-ij
5

森
翌

l

(
y-
U)

芝i
f＿
送

餞
蚕
コこ
1

-

三t}
柔
溶（

（

羞）

竺
去

落

苔
念
弓
J

．委＿
柔
者

(
YI
V)
 
:lJ一
弓
送

苔ー『

自
i
i
文＿
柔
逗

L
-
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

 （一

M-
l

芍
TJ11i一）

茎n

五ミl- 2

M塁

s

:
 •
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

 （"←ー
[(-
V←

9
_

l
)

茎
芸
j

き

ミ
翌ii

8
9
·

 •
 
•

 •
 •
 •
 
•

 
•

 
•

 •
 
•

 
•

 
•

 
•

 
•

 
•

 

•
 •
 
•

 •
 •
 •
 
•

 
•

 
•

 
•

 
•

 
•

 
•

 
•

 
•

 
•

 
•

 
•

 
•

 
•

 
•

 
•

 
•

 
•

 
•

 
•

 
•

 

·
(一i
r-

lA
荘「I-—}一）

翠
9

:
·
,
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．．

 （＂一l}
U
W
/―l)

-
r
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
..
.
.
..
.

 .
 

令

-
C
 •
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
.
.
.
.
.
•
•
.
•
•
•
•
•
•
•
•

 （一
⇒r-
lA
王
「I-―-＿）

ob
 •..•••••.•......•......•••.•••••••••
 �
乞ラ
yf9-I

1

改
一ー
0} ，．

F
N

:
 •
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

 

s
:

 ．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

 →=
冬
ぞ二
芸―――

g
 •
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

 3f1
～試
ざ-
M―ー
l

-
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．．
．
．．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

 i
忘l-
平

7
箋
i
来
1}
fl
『
一

ミ<’‘ 

94
(、
J

b'
fi
令一

n
�t,
�
=?
Al
 

'
（

9
こ
ヤ
⇒
つ＿ 1
1一
送一
1)
t

之

文こ｛
乞—
f
�
J
r,·
 『
文
心
弐~-l
亡
ー―{r'.
 =-

r)
こ、
YA
S{--
AV
.

L

9
食
や
去

忌芯
二
JJ
9
1
F
9
ぺ

ぷi‘
岩
辿I--

Sミ-r-
t

二姜{
G0
0
x
o
ャ
t

ス‘
リ

云苔

m-K
き＿

み‘
V

l--
H
望
YK
o
T

産•
三
宝
•

き哀・
圭
コ―=-•}
＇

X
S

婆一
ー

采
S

JE「

,-
(

ふ1
,

d
S
 

差
'

(J
S

（
心
こ
ヤ
⇒

翠
菩
9ー
ヨ
0
0
N

�

ヤ
こ
へ＼・
リ―(

W
Hi
HI
S
r-―
1}
2

者il1f
2
 +?
ff
 

9-
l--
}
迄{)
g
r
t-
[
五

H-

Kき
J

’
(
1

+'
) _r、
Y
S
MH
n
”{

⇒
-―=r-
リ-
｛-―
メv·

s

9
こ
ゃ
⇒
7
委
i -[

心
(
0
 O
O
Z
:J'
rJl.rl―i-7
V
-
-）
咲
誌
PFl
=-

r令7{J
;r ,•r'·.,
 1

1
,

 1

サ-

芸享li-_
-i-7
94c
―-
=
1
一

●
｝
fl『
S-＝-＿
ぐ ．
S

リt
r

さ
q·
や
デi-
H11
→ff
4-宅
←
9、
」'
つ -
1-
｛-
n
gi--l-
i1
さ、
（
M
[r
．

圭
[r
リ4
、-
＝
＝T-
9-i- -
: •
V

奉
1-[

}

卜
入
、

5W--
＝委
溢

窓
ャ

昌一

竺
x-
そ}

A

文羞

弓

圭
r)
竺
4j、{

，_-＝
辺〖•
S
苓
tr

,
‘l
X_＿
←l-
(

H
H
1
lA}
1
1I=1

•{
⇒
1=―
恕
●- •
H
«
]r,t}

，
夕＿
1

さ＜
ャ
i-I一
，

溢i-
d.-
（

14
r
-

--
r(·

}
→
i

8{―
11
1

'(
 ‘

⇒52-―ー

瓦
(
ii
+

i

'
-｝
U1
W,Il
さ一
x-
芸
コ
(Pl-l
二
X-
J{
、-
＝{
--
9-
｛-―
:V .
C

心
こ
いr
J

望
リ一

茫
―

t[
W
や
深）―
{一
(
[
}[�←_i--I
N}-
1

7さ
｝
弓一_-l-
9i

9
ク
一
い
、l
.L←

之（一

り4
r

nirf
:_.;
 11
 !:J
 J

)r,
J;
 I一―
逆
埓
f
H―
W
ui
(
O
季
苗
1
-
＝
ぉ
込
七
一―― -『-―-lf
安 ．
g

落l
x-「
や
g
n
�
 

l

も硲
r1―
心

苔2リ-←<
i-1
.Ilヽ

9

_
-

l

二
x-

‘
志
t

コ
ニ
＝
＝

i
-

「
”l
(
ょ

l ,

J

リ一
吾
ヌ
（
翌
咲
1Iー ．y-
芸
逹
1- ．
5-

俣

ぎ
穴
や
竺
-―玉
fを

1}
「

l『一―烹�
�
rl1
':1J
"Y.
 笞

l

怨
二
J
孝
苓
{q
f

さ
裟`
i -『
•

さ
＞

I

E二-

竺い一｝
L
-
メrl ‘-̀、
Tェ― -
9< ．
一

(i-―
函l
l

LI
t
-i--

）

忙
写



芝竺
g--
｝U-
と
U
翌
き圧
浴
定一i
A`

盗
塁
•
)
忌
楚-1
き―
ュぶ

云
き
に
か
）（

き｝谷
l誌

思
品lに
こ

ぶさJ
J
う
ふ

さ
を
6{1'-1
OJ
 J 4
二
E
M-
A-
H.

Aごt)
が
ま一ll―
芸
涙
ぶl
=-

天k
f
l詰
H-l=y6-l
品l)
ぶ
0,Li
なべJt!H.:
-:>�'
-C
和[-l=-―
•

翠
終

全-l
⇒

塁

忍A
苺一
蕊fi
竺
5-f
き―-

21、

吉
竺
悶
き
さ―
蛉
迭
f
it!�
;(一L
7
ユ＾
ー

羞一（
←

さ匡
恐）
豆
奎

至l
⇒

竺`'./JxI
 si―
9
 I
 OJ
 J2
51―
1)

ふ―
―)J
91―
舛
A2
)い
登
L.
fし
-
A』--』-―-
ft
S

函i-i
デ、
―
⇒--＝i 
Jt!U
 
r

JJ

ご
A[j
U
宝,J;lfi'(l11

ぷ店

A、
j
きi
庶

x
t-H
0)l
「さ
涵
こr
g-
ぺ
ま
忌
令fi

ーJ
fいし
-i_1
=＝＝-j
胃
竺｝
か

さK
泰
翌心
f
色
思）
8、rl

胃
JL-
T

且
宝
竺
を

累
邑｝

吝
U
苓
吾l-土
令`

腐
L
竺
迂
U

ぞぶで、＞
竺
示

含和、

さ
を
711'
4)―J
31―-r
「

翌ぷ{i

き
竺l-i--l「
)
主�1
f
 (j')1
}M1l
涅
翠’-
g--
苗-
A一い
(i
5
」L-ll
i痴
)-E
M-=-l
f
」

~
L̀
A-
l
i
rv
察
芝i
l̀‘
l-h
h[
)-K-H
深
奎
圭l

⇒
竺i

ご
こり
t
J
f
t
,J,',
 
―
h
き＝―-ぃ
JL
;�
Lt
き―

云醤i-9]•t
L
 
`
A
 80
911
�tt,I一li-L—た
翌
硲l-
L、1<
,n
n
Jt!!1
J1:J
送l[
ffl
字

芸、
H-l
L、
2
0
%
1:-―-i-
·
芸た
・
ニi
．
逹
さ
TU1
主
L
A
L
ふ

さ）�1
7{
で1J
 J 1
8
二
h
こ·>、一1.:1
&1
111:I
QJl
3
ニ―
仕
A

きU
T
S
全-
ま-
f
t
m-、

翌―玉
芝
芸'
ft、
さ
やf-
E淀
受―,:,
&1
 s
 
1,�
3,
 i
 20
 r 1,.:
 `iCl'`
L
f�
 

逹l=＿-

』芸竹一k-1
ぷ
忌l
f
H-l
琶

竺J、
F
S
代
せ
O
T
さ
か

一）
，
嘉一
6
き
g
で
き

芸玉
⇒
多）

翌-

迭
fflん

迭

ミ―こl←

f―
玲
迭
ff-tAl←

竺
g

ユや↓
｛きん

竺
g
士
ー

、羞

(
X1L――41-―9-il-
圭
ui)

望―-i-

W芯ll=
f

ミ翠{¢
ぶ
）一ぃ
一ハ
U
J
l̀.

芸命
令
r.

-h.
t-=J
.);1
 

旦

員
淀一 {

主―『=＝
き
ご

喜

ぎ
2

き9-l-、一
泊
翌＝＇
f

きI-h-I

言
—_-―

旦

き―

こ言

翌l-、＿
活
U

逹
二

＝ー『i
f→き

―l

ff
江
jぃ

-il-＝
ft
)た
tF
委
涅ー→
涵
互
涙{
L、
A7
kt~A[
S)-i、 '

Lい．
ri、1H~1、

（l＿〖
苓一—i-’
＿

竺h[
長）

ミ蘊
芸
(L
を―

委一―i-t-｛fi-l-0-
）、-it)、
-
＝f1.｛』
翠

[｛iL-[
i
(i
芸
乏i-―-l'

汝H

UHl
い夕）

一
4一
ix.

I
 71
N
l:£
 

森
宝

(』--
Mf、
f--i
戸

言＿
応）

芝
i
」
ん

熔

ミ―
S
J
�

H．
玲
棠
fi-i迂l←�

竺E
N
士
ー、y

＿き←

X1E
X
rR
ー•y-ぷ

（
尺{L-

Hf-F-1
琴
芦li)

' 
しり

令＝―
汰一
菜
f

-9l=-，
i←2.

 

_＿-f
Wir)一

焙）―-
ー
念

よ

I

．
翠
玲
索
倖
代

竺
諮r

sjU
起(
J

,V·/1�1
511�/
U:
J:
 I?
 茫`i苓一％i-
モ
芸{li-l

き―

l)}

塵i
_-g

-＝
ニ―
ーI
7

吾 -
i

ま――

、
]<
1
i!.
 

塁

l一
手

き合
(-
=1]-i•Hf
f)

-い-•一

注
一[

―-ー-I」・[
ffl
-．
=-

-
ご
i

江
い

き
i

.
)一

きi-
＿-
心

=-＿一―

芸
ー・

ffJ
 

.i.!J.
 I、・

｝ヽ^
｝←

1涵

ll/41

)]｛→
(』-=
ft
主ク―i)

一い4[
グ

I

注
＿．．
（』
竺よ
主、-1)

至Lt
杢
一ぃ
H一
（―=

竺虚
『―i)

h--i=ll-}
J‘・

)),1(11―
{『

4
X
山

ニ―
1"、「
！
送

い
芸
i

注
杢
r. ＿

迄fL-{―
｛ぶ

き―季
4-[｛

き
季
一J
いヽ
f.

f
言
f•

三l＿

苔l[

三l＿
苓

ご

き←｝
「．
忌
f
l
翌
委i

)翌
蓋

）
苺＝―
竿[{¢

踪ll迂
’ー＝l｛-

ffll
蕊f=1t

/J
 =l＿
芝
L

(·
 

ヒ

翌―[

念ク
l

色ぷ一乙
法

-4�
心
A

Iif¢
 

い
苫‘k
t-lb}1
こ汀e
-iC
L
ぺ`
L、
J
き
応
送
ニ―
L、
一パ-
1
舛
斗』

(
Ag,
 :,;,
f.f
 ,,i
 11Y
 n
�
Lt
怜）
こh
li=lf
森
（
浪
}91f
 iii
 lfX
 ff
冷Li
玲）、



I~
ー

工
芝
J

弔
季
尖
(
ni--
h.
I
m
亡
ク・

-
H

芸l□g
=- .rW
hl- .
0
0
~

全目＝＝
t呉
函
逗
竺一

茎
旦ヽ

乞
塁
i'9
GI

百＝―
7

pl
J

塁
9
61

言
ミ
翌
旦
翌

苓nm=l-ツ-、
J1li
liii
I
 GI
 

茎『
全
こA-＝-’て
hl-
6
L

茎
W.li!
q
I

 ＝’b
h-―
だ一

ま
弓f\11 .―
桑一

l
-

＝
ご゚
h-―
巨＿

茎m-l
ミ―-
i-[
=＝'
L
8
I

 

自
rl
Tl
l\ .f:l1fi
tt/J―,
g
I

 

苔至
v.r,
�r

gy .
M
6
 

)
｛~

mr←
ま
弓
苓｝ゞ
l
J
』hl- •
f,
fl
 

・ミ～
ヨK-

Uコミ令
ェ
ヽ
rr-
}2
茎 ．
ヨ
9

茎
n(
}｛=―
乏
翌li
-
9

念
nr-＝
涵
芭――•1,
 �11
 fi
9
 

宝n（
●
＝ ＇
v`
苓
者 ．

a、

茎
I
]

至l- •『(-it
ぺ'
9
f

季n
三
云．
h-

吾 ．
R

全
き＿プ
na}占
こ

念
コ

I_．
5-＝―
苓―-
9-

ゾ
ま

芦文f=
UN
ごミ
柔
吝 ．
V

u
ミ
芸
ッ(
ニ

送
一

忌『

Mラ
ミ
3}
裟
吝 ．
6

令nn
云1
0
=- •
H

ヅ
ミ
斥
念
コ

riwlit

る名y
s

-
x--

[l_
-
fl-i .
V
 

u
ミ―-―
Y1}
I

 

茎
き
m
溢
→r
袈
堪 ．
C-
7

茎
8(

き-
U
�

柔
這
N-
8

る
a
姿

y苔
1
．

乏＿
柔

芸
―
-
N

塗
コ
そ
ヽ
-]
袈
壇 ．o-～

条UIこ
竺
乏
苔·
5
o
z

茎
IY.
TIJ
MI＝-
←[�,
 

ー
ト
〇
～

y――
U-

『n弓J
-'1 ―-
さif
~"-—~（-
t

竺
旦
望
言
想ニ`―
(
o

言｀
贔
品

＿
合
翌
翌―

誓
号
全
喜＝＝
S
合一―
ご
翌
唇
r

,-＿

累苓＿
雪
言
喜空＿1-
g-
旦 、

(4戸

言

g

芝｝一
Y
Fi-i

?-―一
I
9

ゞ
じ、l
刃r
安．
q{

姿
ユ
妥

弐m
,）
等
g-l-
h-
5

qf

いL
i1
)-)

、
き―
u
r
r

g

cf

2‘

芸

きさ--｝]―-
9
4,

き ．
言

翌芸
P-＝
喜
5
苺
且―-
rH茫一
竺
[
9

4I
1、
心l
苔
喜＿―忌_菜-m"i
言一 'ti―
2，で
翌
翠――l-H̀m•三一茫

1一 ｀
¢-
言
翠――
l

.＿
ミ
言

旦望一― .-m-

巧(（言
皇

言｝一迂�(＝
宅一＿

，りJ
I

g
,f」
塁
言
え
Wコ―二
，⇒

奎
墓
r
l-{;
G
O

苔（一--l
竺
森＾
V

l- —●- ―→
言
芝一
:

E

宝き一-

9
.（＇｝
き｝一
m-｝．
函＿一ー
(
P
J-[
r-、

3
怠
W

翌
忌―（゚
i-

菱一一
テ石
ニ―
5f}

索

芸h-
U-li-
W芸

・

塗
瞑f
7
]-――●
l

}
｝

．

一



•
忌

喜一

5l-ir
塁
(-

喜

喜

雪

且＿＿一｛

唇

言

言

苔

ざ｝｝i
心

t
ピ[=-

W祠

21
A

竺
）l

t戸

号喜
立

さ

言魯
J
t

邑
翌
ぶ

きt `i‘.JI

言且
望＝―｛

唇l
芦

ビ

芦l3

怠
(
(J1
 
=＿

言翌
全
一 ''.
L·
n
ふ

言
き一i=--
竺i-l}l..0
迄．
三

翠

雪
L

fに翌―
云

ミ―)一
令

ど
言

'}
ぶ一t/l1(—I
 ffJ
 Jf
ざ

羞一
言

忍
―-i-Al

g
g
さ

思

唇（
）
怠

塁

尋

A
4}• 一·-
s=-（-1
き
L
苺
竺一―
―[
L̀

A公-
さfJ-.
-=
＝-1- ．
C
=-｛—
芸＝
ミと
t』へ
之- .
｀さこ ')
s=II
L
-C
LJ:
 令L1

LtJ•
L
 
｀
令
竺l)、

旦夏(-

さ―
二),-
s=-｛

唇―. -i_

g羞

え5

tm

仁
｀CL -i
『
g
ぷ

夏――
之
行

怠
ビl
詈
•

li
距

9-A
d)
巨

雙
ふ
さ
巴苓

戸

喜

更
i宝

喜
rr
C．
つ

き

言

虞
さi--l=J
LI.!
 

-x

さC .i

、とu-入

合

gl--Ju-
s

言
巴

翌自

息

9
`
入i-L
-い ，J ．
が
(t-＝-h―芝
を 、

＞

哀
竺
li3
きU-A
岱
j-
K

定

で
さ
旦
A．
苓

仁

羹
ヒhY/t;•
 3J ,
q�n―-

g

竺
き

溢

位 『

1:、雰
〈―
手 、[=· -l_
f

t -1-g

翌ぎ

羹

g

4m-―
竺ii-I-l({[-9
A7
J
ふ

ま―
玉

芦（（

怠
斤、

釜�If·
Ji&,

喜―x.
.`一

定）j

こ羹
＝き
き

に全
翌^l

[長
JL
い

き―
i

g
=＝l=i(- .
C-iii

-
菩-
s
i-li-i-i-―『ー
ぶ
り
1
r
2

ふ[L
ク

-/
;

、ヽ
ニ――O-l1-i
ざぃ
t.
5

只T＿一l＝-
芸=l-l
s-→

包

互迄一――― ,r
き
起
楚
斉
＼
4
／

i
茎
A[
ペ

〈
S
包
u-
）-―ー
·

奎-)．
字
良
芝
Hf
蕊
2L

い
1
5
S)rn,}

 
＝
き
竺
ら――•
Hク
泄
ぺ

信i-
rr 、一．．
 i-孟
箪
CyU
L
A←
ふ
宰

l 、;
f
 
J
 ;
 li'{I''"t(
“i
1L `
2-
5

星
竺
翌
可

竺）、

迄
で
〈
S-
琴i
.

｛i
辛
ii
c―――
―
L̀
A←
ふ
き
竺
ujj
令

＝に令J．

ぷ已

界
芯

悶“
li
塁

塁

ミ
且

烹
巨一I-
0-
S

彗

芦
一い

き

差
d

s·
 品＝＝
“'
JL
 -C
 l l i
'1'1

 
＝←奎l
s
幸
茎

s
虐
翌
長
0）一
l-

さ
ぷ
患
m-
g
ぶ

―-ij
n＿
写
弓r
竺
f `c
竺

醤
逹一
↑
！

翠
(
m-l-
L-L_-
『

喜

g

雪�l·i苓
亡
5

已信l
i応
逹
苓

ミ
白

墨

芦
f

翠J
I'
i.
＝--
＿.
r

g
o」

そ芸さ
望
壁
さ

言
rX
が

蓋―

さ
こL-

gI
 km!.:
 11―{l―
已
茎

b
Jこ
〇、

＿芝一．9-

言
ぎ
ご
ら――、『-¢-rtJ•,t
'"(
S
注

翌―-
9
芸
て
か

fl
老f
.

l
忘

妥OU-
A゜
～＂
）ヽ ‘r ．
芸
き―-jU一
●U) ．i、j
tt
Aり

』ふ
）‘ ｀i、-l
文
呈 ai、
き
竺い
5-＝
喜一―L((
t
｀べ
il .＂
1t
が
逹
一
· -i- ――

き喜
ぢ

怠
j

こ合―
i心一
h
尺

だ翠

吝
g- l-
in-

g-―
ふ

惹）｛—
A-＝l-

g
rr

-lW)

ご苔―l

菩＝一「

涵‘ -i .『一―I
J( •I
S-l=-Lい
きi`(
L̀
A
J3-）、
j-
U-
Li
芸ih[
L
A[-l-＿-i8
ャ）
令L-1
)-＇

-i-}) ・(
A
き一
Ju-
よf
t
t)
、）-― -ttf

来J
2
6
m

s-_-l[-

g
4、
一
C
臣
菩ifA
X
芦

1.
}(f

a?E
S)3
芦j--J
U、
)Br｛
合
意、

笞

竺字
{
dLl'
l+I
 、̂
「-
―"

唸1J

忍き一l
岱i- ――-
gii-—

思

ま―L-
9
翠一t-
j~5
、い
←
1J•
/IJl1'‘)4�
せ一）炉

K `
r=-Ii-t.
-＝
）ヽ一
・

(-T)-
=Jl!.l
 1-<
令
r
A[Li

旦芝
志＝＝

5]il
A7-
—

か

li
知
咲ij
U-、A
A[
Lt-―t-j
[
2
m)i;
 t
n
u .·1ー-l
L
J̀
4
V

Aきに
ピ
区←
ふ
-/JI、
Hl(1
 d:
 
A五
i1

翠
臣
圭
三
塁

2
パ

屋
｀r,

巨＝

芦1J•
t ,
'I�

 
·
1.,,:,11.ir
 (�
k
竺r
A
S
吾苓(
(
J

え
竺
翌

ここr
岱

ふら
一
塁l

已
を
言

閃f
が
令l 、>
戸
l

iき喜一入・ー

：圭

言
一” .
A=-t
s=
-

t育

国
一ハ
Al=-

E
ミ

')
ぶ

言
二（

怠

g

喜一こ一i-
ぃ

A-＝-

色＿＿

言
r

g
全· -l ．

邑l-

ぎ
言

だ芯

存

怠

言

塁

晨
J=-し―― •
K

=l-ー-（＝｛

そg-
4
3-＝[
rr
を――
き

をg1(11
 {�
 応ifi‘:
A

こ
に
↓
T
さ
ぃ

叶
f�、

主＝
ミ―
(l'.
H
H
き

Elll二

言

塁芝

ミ―
k)
)

A釜

乞

翌1}

翌苓
s
き
全
翌
ぶ＝
芸I
Lい一LJ-
H-f
TLi
t一
三

善l-＝l •
•

 ＿

畜

(lg
.
l

乏ミ―

、委―fill- ·ー

)
ve、}<.1
1;:',�f
Jl1
 L
 -r

ビ）、

主一—
芦
二9(
[1 .f
L

fにr1
塁
起
き
u-x ,
E-
＝-l

孟―ーエ
C、f-
L
AL

Sに＂

ピ

r2
ふ

冷

奎 ,J!J
l"'r
-C
 
Ii
 JI

を̀ぎi＿
醤―-
s=l
翌
芸
ヽ
ぶ
臣
挙‘
-l
g-
足-
＝-
已
茎

ぎ) •
ざ
迄一0)一•一
b、)
を
民
琴
苓
きー
コ1一
苓

ぷ`全
E9

J3
竺一L
-ぃ
L
A

竺）、
jl
芦9 -i"一
塁f�II
H
S
ふt{- l-
4.
lg、5J
i]
零
A[
f
へ

ざ―-i=． -I

＝行

さと
＝．＝�
パ
き
＝
4-

こE

S
涵
h 、r,

L-
t

斤ぶ4l
に
r
L、

垣一h_-0-

g)1
5l
芝
乏
ン
に[L

ふど
〈

屁一＝．＿

ぶべん�、

三
二

こまg
])
蕊―-t-S)
主
ニ
パ

竺）、
i
后
佳
え

f始
ぎi .
S--｝
活
さ

ここ ．ー一｛
竺iLJ”

巳
U--＝

fCE”
こ1
L
t;:
 t

ピ
ぷ
―
=-＿-

r竺

誓
志
0-1-―

云
竺

塁
塁
代
r
A
h .）•

名
に
い
苓
t-

gぷ

言

き
に

-）
 ,
/J-))
娑L
ンC
」-

0豆
至
竺
に
い
I"

fL

曲
f�‘
，

蓋＿

行t
をfl
忌
三
登

思ら―
j

竺

吏t
ミ
)
4
l、

三j
巨一｝―-
き9-l-L

A

巴
71＝
·否L-r

-i

竺l--i
5
芦
AL
合
斥

ーベゞぐ ．
ごiL `
？
ふ

踪一＿一[
S
き一j
A
S
翌l=liJ.'.l
tf1l
二
きi
心
〈
、

ボ
S-＿
ふ
b

、Kf-l-l-｛楽
（
圭
さヽl^宝f
t
E

S
jU
宝一
竺一一
竺
で
〈、
B
u-いU)l
踪
楚
逹一A・〇)
咲(←
r
s-―.――0-
sl]}jU-l-l

fg姜i
泰
m,
&,ぃ

L
5
文
迄7)t�1
�
<
迄
がj
匿モ
rj
ざ
5

コ2
ぷ
さ
芸一

}l1
吝一i
た』

2乏竺＿i
t
a
E
ぷ
二いク•
も
-
99.

 

『--i-
E、',,.'iJnJ
 ii\.i
竺一ー
ド
モニ
誌fi--i-―-i-｝
｝竺―-4.
-
9x ·1
 

『
匙
き
巳4.＝
二

き
を一ー
ド{
L=-4-
」W

fr
土
Wi
-
-r

r4Wi14i

『

｝巴t-
g
品一こ
il
i4.＝＝-』

き竺l
ドft=-4一
三ffHif:＿--
｀ぎーfl

1
m
,o
 

『-＝i

fぎ巳乏

迄
吝一
こ({L-H一
三ff
き
ご
そ1-
5
qi

-
9
芝
8

2(
）
（
）

5
 

13
1

 



I
V
I

 

(
o
o

g-
L
)

は
翌J
毛
網
男

2·
6!
:i
 

""'C.:::.._
o ヽ

Q'.) 

- •一ー―＜
 

L
 ><
 

,‘
 

3、

L .
L
 

?"
8
 ＼

 

＼
 

凶
3
怨
邑
顎
世

包9
日
望

フ

哄 範
.1.1.,�. · 

． ． 

ヽ
C
[-

塁

ごー・

� -—· 

゜

i
 

l1 

`‘‘、



-
J
尭li
HJ
ii―
-

l ．
臣
零
翌一
~
k-l-――
⇒

(
1

)
 ,

;;i:
 L:.
19'.>,
 " 

己a

詈i
A
K-

ごまt-fi
h--
iき9
き
f
ぶ

巴 ．
乞
ア'
9
m
 (1'!,
 rn
 {if }l!!
 ,.:
 さ匡

r
ft
3tft
I-i
A `i
芸k=If
 `
iへ
き――-[
3�
m，一拿

'1
0
8 -
一
石ll「
｛

こぶ

涅
忘

』論
苔一
A-[i`
w
i

}-Hf4一l-―-
1
E捻
({-l
ご
r
f
fl,'(1
き

滋
芯‘-
g-―j
U-
入
S
き
を
71一
品一
ご一「

旦ふ

望
亡
号
A
f)ー
）．

き
ご
A
5ヽ
空胃
J
`

rc
き

翠`

竺

翌
3
0
8
m

>h/i' ,
 ―1⇒

gl
g←
弐一l――
斤

Lべ
活
奎 ,;/ ,' ,l
�

令

藝竺J�

J
言一

合
Jrx/Jh9
U
苓
茫
(-lq――-―—)
-
g

了
竺l'-t
t
奎j
^
〈
、

倍一―、

き
き -i-i-
H

とぶ

喜一

に

,
7 ,
rl

苓i‘-t-
rヽ

こ言
芦
が

い
0)
fしy)、

匡― -[―
品li

累
＞―
A
.-
g--
t-3-x
代
f
ぞ
fし

望―
]- ―一

言

呈

言

苫

言、

さ
を
711 .
IJJJ
 1
8
二

喜一――
三·
si一

三
S
翠!2
>r

 J J II―一

篇

ご(

g-＝-
L

さー ｀
苓＝｛j
「ij
五
←
が
｝ん
一
蓋
伐
．

旦号＝
＝

已f
主l=-＝- -i-l

·

呑＝―-
r-�
活

．
｀lj

uild-itい
や
j
芦｝
A:f
 n,、

ユぷ
苫f→
冦1}
こ ‘J

更――

云言を
g
ぶ

勾
S)＿令
活
/l
lt..itl―
4 ．
去●
P-―

ぶ内一
芭I-

、さ
‘J

Kり

C
JJ、
-「「

きい
Jハ
心
｝
一ぃ
4-l
ル【
Lt
(1i)
=ー-l]l-「[

忘
？”
HiL ‘、
こ――l-l一
活
f
kt
7 `
>、
7v
圭i-l-l
（
き

）
冷,!�
L‘
fし
—l-―-
ff
S
雰
芦

茎豆
S)j
uh -l一
竺
登8

ピL、
―芝一J
-
至}
・

芦＿塁
•

一．「一l_l
芸
・

LL

芦
一
乏
忌
芸
.

11\fi
pj';
 s-
=
-
い)
U

1を

は
い
←
竺
A
5-
fし

EA-9
Li、

翌lt1―-ill-
ff
A
HF
&“i
芦

f
こ

←笈巳
巳
l乏

←
i
ぞ

苓Hい\)L-
Aり
芝
全；
1 ,

が

(
2)

�
tl:l
 if
Ut 

A
図

滋1
S
 g
 4
 (
Fi
g .
3)
 

>-
4
S̀-
g--
A3
志＝
＝

こ且i、-

g1h-
S
苓i
d
き
が

、一
g-
M
こ
房
S

き

委
竺し
斤
J
A
翠
迄

ど
L
A

ビ）
”
一
ミi
)

2
 

.
'1
5
m�}
 7d'
r�＝
＝
r
fし
斤
い
ぶ
Aょ
零
釦
3 '
が
一�!rl
0 .
E1
0
-

0 .
9
0
rn、

蓉
�
0 .
1
3
m

竺l-l
0、

垣
一

をl-
K-
C-
D
u
-
i.

を― -ul
~
J
ぶ

lf
Hi't
 
h°J , 
t
 v
a-·
⇒_-i
琴｝
（）
『）

令
（
き�
"r
裟
さ
fし

L�i.i< .―-iS
手

rj
ヤ竺＿―
[
芦
fし[-
s-）（）
71い
哀
奇t ,) 、
ぶ—-i

蕪n1JT`
べ •
Xl 、>
4
L

が

廿
笠

1
 S
K
0
5
 (
Fi
g .
3)
 

Al
)(、-
g-―-
s-）
0'1
 ())
 11�f
 ＝-―
召
登＿
戸‘
fr

クF-（＝l
7
↓
Y

三i.
w-l「
翌A
t -―
芦｀‘
j
B
4- ー-
W-1=-――-
E更で
d

工
芸L
心
竺7
か
r

l
を一i--＝I
 .
0
:3
m、

翌―i-―1
0 .
8
:.:l
m、

森

g .
2
7
m
1-H――l
o‘
J!H
 
UJ;
 � .I .\
 I!!. Iぃ
令J I�1U―-
～
A ‘
が

一i「-――
I

琴｝
（）
『）

竺ー―
定J~-9
=-—

-
r
fし

函

匹
J
�
*

iff

tN

1
 S
X
01
 (
Fi
g .
3)
 

I\
 I,( .
 ―
戸
行
きi-
Ù
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B区
溝
1 SD07 (Fig.4 · Tab.2)  

B l,(怜i 端 で 検 I i i し た 束 西 ）'i ji1j (J) 汁り で あ り 、 I SX 1 11 を 切 る 迩 q i は 怜j /jへ分 岐 し 、 t\l,(で検 出 さ れ た
I SD0,1 へ と 桜 粒 す る も の と 息 わ れ る 東 西 溝 は 1111il J . 8 0 m 、 深 さ 0 . 2 8m 、 1H .ltr開 は 軋M O . o3m 、 深 さ
0 . 05m を 測 る 雌 卜 は 怜j /j か ら の 流 人 I . が 見 ら れ、 （哨か な が ら 砂M が 発 述 し て お り 、 流 水 があ っ た b
の と ）＆われる 辿物は1；加I� L 牝� ( 片 ） 、 I· 削喝 （片） が代かに I l l I" し た
1 SD09 (Fig.4 · Tab.3)  

R I一.( I杓 部で検/ 1 \ し た 束 西 ）'jli1J の 溝 で あ る 溝 の 北 J怜 に テ ラ ス を ぶめ 、 I前(11 If� は逆台形状を 1礼す る 船
1 . 55-3 .0Sm 、 深 さ 0 .'I ti rn を 測 る 雌 K は Ii少）\(/ がM く !i� t�1 し 、 かな り の 流 水 か あ っ た も の と ）l� われる ，
I I \  I迅物 は な し ＼。
1 SD 1 0  (Fig.4 · Tab.3) 

1:3 I .<。 南 部 に (1'L \i'l し 、 I SD09の北 部 て 検 I I \ し た 東 西 ）'j 柏J O) 怜'/で幅 1 .05 ....... 1 . 3 0m を 測 る ., 11'1'/底部は ヒ
ッ ト 状0)邪みが 冴 し く 、 深 さ は 最 ）ぐ で0.2 8m を illi) ろ JII! I .  は fi少/1'/ か）'J. く Jfl: fl'! し て お り 、 }'H I·. 中 か ら I·
flil園 ( 1•,':j .l',f; ) が I I I I . し て い る
1 S01 1 (Fig .4 · Tab.4) 

Bli<'. 中 央 部 で 1灸 出 し た 、I勺(ri状で は 多 岐 に 分 離 し て お り 、 Iもi 部 に 位 11'1す る I SD I O と の 切 り 合 し I は イく
明 で あ る 。 辿 枯'I 内 の状 況 か ら 概れ 如Iり 方 向 に よ る も の と 、1払われ る が 、 底 部 は ピ ッ ト 状 或 し ヽ は IJ/C状0) 1 111
凸 、 判みが特 に 1 1 - ,,: っ た状慇で fi'(I! ,認 さ れた ） 卜）\vi観京で は 複 雑 に h少)\'り がal人 し 、 発 述 し て し I る こ と か ら
かな り の 泊 水 に 伴 っ て 即没 し た も の と 衿 え ら れ る 洲 r,. , , ,か ら は IJ!lli 湘 ( J ', . 小l lll . 坪） が忍め ら れた
1 SD1 2 (Fig . 5 · Tab .5)  

Bl人．北部で検 Ill し た 辿+mであ り 、 南 部u') I SD I :1 及び北淵1の I SD l 5 を 切 る 辿 朴'i 内 は 求 !llil を 中 心 に !ii/
鉢状 を I 1l し 、 月I 1:0) I : 'I'· /邪 は 黒 茶 色粘 I: 、 ド 'I', 部は Ii少Jrり か1りJ. < JfH��l し た 状態で あ っ た ,.,, 洲 と 『［ 複 す る
かの よ う に .tll (�  の 水 路 が 東 西 方 向 に 設 Wl さ れて お り 、 ,J,',I 佗 1 1 は こ こ か ら 流れ込 んで く る 流水 に 悩 よ さ れ
た 、） 流 水 を 辿 断す る た め の コ ン ク リ ー l、 製J足11/i が ；'.'ill 分 的 に 設1i11 さ れて お り 、 視 (1: も な お 激 し し 、流水があ
る こ と を 物晶 っ て い ろ ＾ こ の状 況 よ り 以 前 か ら も 水 が集 中 す る 場 所であ っ た こ と が 冴 え ら れ 、 こ の 東 ）'i
か ら の 流 水 に よ っ て ,,,, 辿 11りり 1人1 西 部 は 大 さ く 」）く ら れ た 状 池 に な っ た と JI「 測 さ れ る 11 \  I·. 辿 物 は 紺i 、1払 牝寸
（鉢 . Jけ 、 , 1, 磁 ( Ii� ) が認め ら れた
1 S0 1 3  (F ig .5 · Tab.5 · 6) 

l:3 11.. 北 滞で検 Il l し た 東 西 溝で あ り 、 先述 し た J SD l 2 に り） られ る ，， iiW (/) 11:1r 1r1i m は 概れu · ;-:状 を ばす る も
の と 忍 わ れ 、 怜j / 'i� に は テ ラ ス を 1認 め る 。 I軋11 1 . 50m以 I: 、 検 1 1 11 1(if か ら の 深 さ 0 . 511 m を 測 り 、 }II[ ト は 怜i ii
か ら ）火 色砂 及 び黒 色 粘 I: が流れ込みが強し ぃ 辿 物 は (•代かなが ら 第 I () J\'1/ よ り I . 「1111 憐{ ( 別 ） を I ;.'.di \  I · し た
1 SD1 5 (Fig.6 · Tab .7) 

131 1...、化端 部 で 検 I I I し た 辿 耕i で あ り 、 1ヤ1 部 の I SD I ぶこ り」 ら れ る 辿 構 内 は 先述 し た I SD I :1 と l id 様なfill
鉢状 を 情す る JII! 1 .0) I: ., 増 部 は 黒 茶 色 粘 I: 、 ド 'I'·. ;''ilS は f沙/1v/ が）り� < !fl: h't し た状慇であ り 、 束 ）'j か ら の流水
に よ っ て ''1 辿 柑J iJ、1 1加�111が人 さ く 快 ら れた も の と 枇測 さ れ る I I  I I ·  辿 物 は 1· n,,, rtH , 小 llll) 、 黒llt'I!1 1 ( .  戌lj J ', ·) 
か｛哨かに認め ら れた
ift( ま り 状辿 構
1 SX 1 4  (Fig.6 · Tab.6) 

8 1 .{ Iもi端 部に 位 Wl し 、 I: 平 は I SD07 に 切 ら れ る ， 'I勺(l j プ ラ ン は 'l': l ' I 状 を 惜 し 、 辿構 1J射徹 は 調 l"'f. l り
．
． 外

へ）�i lJl l す る 。 1l11il3 . 1 0m 、 I SD07底 部 か ら の 深 さ は0. ::3Gm を 測 る ） iり！ 上 は 凩灰色粘 I: が/'/ < �H h'l し 、 辿
物 は 竹無であ っ た ,,
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1SD04 

ヽ

1 SK05 

＼ 8 □|'
 

H•8匹_, __一··--

I 潰●襴色砂貫土
2. 畏灰色鴫色土＋儀●鴫土重じリ
1e山 裏Gil!lt●土

Ho8 200m 

1SX01 

H•8 100m 

文�----====== .. .  : . . .  
.. , --- - - --

1 SX02 
1SX03 

H皐8 100m 

� 

H•8 200m • 一 ' ""

南面土層

I II●灰e妙{5-IOm,mm_の,1,石蚤多く含む9
2 沿■鴫elf冑土
3 ●●鴫@!If●土

（やや砧nぁリ、棗a111子憂多く書(;)
地山；乳灰色り冑土

北面土層

I 鵬●仄eo1s-10m1m!Rll)'I'石を多く含Cl
2. 11a11e帖買土(it�蚤多く●むl
3 ●●II紐●土（灰eブO·�ク多重｝
吃山A �灰e帖冒土

B. 藁鴫色O贄

。 2m 

A_ ― 戸二乏

Fig.3 A区 溝 ( 1 SD04) · 土坑 ( 1 SK05) · 溜 ま り 状ロ構 ( 1 SX0 1 -03) 実測図 ( 1 /40)



Hc8,700m 東墾面土層

1 灰色土（表土）
2 賣灰褐土（床土）
3 灰貫色土（包含層）
4 鴫灰色砂胄土
5. 4と1111じ
6 濱罵棗a砂胃土
7 灰白色け
8 ●罵灰色帖土
9. 7と欝し

10● ●層灰色帖土(91!ブロック少衰）
1 1  白色帖土
12 7と胃じ

11!1山A, 灰91!!.�II±
B. 灰色け利

1 SD07 

。

1 SD09 

l)
 

H:8.500m 

西壁面土層

。 2m 

1. 灰翼色土<a言鴫）
2. ill灰色砂賃土
3. 灰色砂十淡罵豪色紗貫土
4. 淡罵藁色妙●土
5 嶋鳳荼e帖土
6. j癸灰色り
7 ill灰色け利
19山A 灰a1:t賃土

a. 灰色妙馴

1
 1SD1 1 

東壁面土層

9 灰色土（貫土）
2 貫灰鳩土（床土）
3 灰員色土（包含層）
4 決灰褐砂●土（砂および妙利を多く含む）
5. 淡灰鳩砂＂土
6. 5と膚じ（灰e砂€多く念(;)
7 鴫鳳鳩帖●土
8● ●織褐砂賃土
，． 鴫瓢色帖胃土（灰色砂を多く含む）

10. 灰色U
11 10と隅じ
12, 7と1111じ
13. 灰色精紗
14. 4と1111じ(•)
15. 10と霞じ
16 7と1111し
17. 13と●じ

1 8  7と同じ
19 鴫鳳褐枯賣土＋灰!!!!lit震じリ
20 13と同じ
21 淡罵褐む賃士
22. 員棗am砂
23. 8と閏じ
24 淡灰褐色tt(屈妙を少し含むl
25 21と悶じ
26 21と10震砂
27 13と111Jじ
28 8と問じ
29 1111鳳灰色枯土
30. 8と問じ
31 13と同じ
32 13と悶し(IS-10遭土／
地ll!A. 灰臼色砂貫土

B. 圧e妙綱

H•8. 600m 

Fig.4 B区 溝 ( 1 $007 · 09- 1 1 ) 実測図 ( 1 /40) 
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綽flliliB '8
干菖0o1e:11·vm磁

'l'Vilil●迅関 £ 1
cr,-:i裟干8菖）干汎a日:11 · z 1

:J:'11.J甕●瓢 I I
干'lllil憂●細 ·o↓
::rw日菖沼it; 6 

@Iii迅11!'8
('>*>、3位利oilllJ0\il':l'I磁 L

(,".)冨干●f!.J蔓●瓢＋雌0'illll '9
干鳳f:lq)憂竃欝 S

'1.J'!S � 
(!'>¥)ヽつ9ヽr,wao1)

干●""蔓●菜 E
('l'li'l)'I'攣沼Ill z 

<+蟻）+,ijl!'J L 

。 2m 

山009'8•H

1$012 

s 

------
H•8 400m 

1 灰e土澤土）
2、 湊●棗色妙胃土

(IQ!! 大の小石を多く倉む）
3. 鴫●棗色帖土
4. 灰葦e砂利
5. 絹罵豪色妙●土（賃襴プロ ック少遭）
6 鴫灰a砂●土

（砂・妙利を多く含みわずかに貴膚灰色ブロックが環入）
7. 鶉灰棗色砂11.±(it"を少し含む）
如llA. 灰白色U贄土

B. 灰色砂酬

Fig.5 B区 溝 ( 1 SD1 2 · 1 3 ) 実測図 ( 1 /40)



1SD15 

8 

H•8.600m 

1. 灰紅（讃土）
2. 淡罵葦色砂胃土

(1a, 大の小石を多く含む）
3. 灰棗色砂

（灰8砂 罪葦色け利・属豪e砂賃土を多く含む）
4. 閾鳳葦色帖土
5. 睛祁葦色砂翼土
6. 灰白e妙貫土
7, 鴫灰豪t!llt贄土

8. 赤灰棗色紗利
9 纏篇灰e粘賛土

10 9と胄じ（砂lりを多く含む）
1 1  8と胃じ
1 2 鴫罵灰色粘土
13. 灰e砂
ie山A 灰白色砂贄土

B. 灰色砂M

Fig.6 B区 溝 ( 1 SD 1 5) · 溜 ま り 状遺構 ( 1 SX 1 4) 実測図 ( 1 /40) 

1SX14 
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H•8.40-0m 

c

 

I. 灰●色土（包含層）
2. 鴫灰1!!011土
3. 鵬罵灰色粘土
4● ●罵灰色粘土＋灰色妙鵡しリ
5. 鶴白色粘土
6. ●灰!!!It杓
7. 5と胃じ
8. 灰色祖砂
屯山A. 灰臼色DII土

8. 灰色U
C 灰e妙騎

。 2m 

，
 



(3) 出土辺物
A区
溜 ま リ 状ロ構
1 SXO 1 ( Fig. 7 · Tab.8) 
りfJi 1[:_ I 開｝
Jd� ( I )  
I :  が る
I . Aili 憐｛

Jィ、 (2 )
に 含 む

底部WU J ', て ,, ;, 底 を 間す る 底径 1 1 . 2cmを 測 り 、 （本部 に か け て はやや 凡み な 僻 び な が ら I',: ち
屈 耗 が 片： し < ,J,'11 1府 は イ� 1 1) 1 で あ る

I I 緑 i'ill*"' 片 で （州 か に 外 ）丈 す る ） f1 l毛 の た め ，J,',J 'If'召� I I} J で 、 )Jf1 Uよ 微 砂 粒 ・ イ ， 促 . fり l}!J { j を f"ti か

毀 ( 3) 底祁糾I J ',· で 11:i::径7 .2cm を 復 ルす る 。 小川! 1'11
1
1 と 息われ、 底 部 は 平 底 を ＼！ す る lf1 耗 の た め 闘 整

イ :ヽ 1 1) 1で 、 Jin I は 微 砂粒 ・ イ i 炎 ・ （り j}!.J イ 1 を （州 か に 含 む
比 閑i
婉 (4) 1 1 緑 剖條III J 11· で （侑 か に 外 Ixす る I相ro il//塙 に ,nね焼 き ：/l'J跡が1認め ら れ る
印滋
llll (5) I I紺躙II片で瑞部は I I 禿げ と な る ， 淡J火 II 色(/)必地に 淡I火 l ' I 色釉 を1他釉す る 人'·r,IH釉紅 IX 肌
B区
溝
1 S0 1 0  (Fig.7 · Tab.8) 

A区 1 SX01 B区1$010
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鼻— ・贔
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鼻贔

0 113 1 SD 15  

1 �--:::: 立乙沢土

1 2 1  ll:U 

カ ク ラ ン

1 41 1 �I <::> 1 5 1 1�I 

.、 I 

\―l�· 一ク
・

, 3 1  I :i 1 

..=::> 

6c, 10"'1 

Fig . 7  出土迂物実測図 ( 1 /3 · 1  /2) 
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1 .rw 憐i
,,,·,, 高 (6) Jf部0) I I 緑 瑞 部 及 1.J朋l 部 を 欠肌 し 、 外部O)l1Udt は I 4 .Ocmを il[IJ る 外 lfJI O) · 部で fi'l'tか に l,1!11
L I  I ll', を品め 、 Hfl 卜 は 微 砂粒 • イ i 炎 ・ 角 I.RI { I を 含 む
1 $01 1 (Fig. 7 · Tab.8) 
U\111憐｝

小 IIJL ( 7 )  I I f冷 7 . (km 、 底 径 4 . 7cm 、 ササ 似1 1 .0 5c.1uを 復 几す る 底 胤1 外 血 は 糸 切 り でlfHtO> た め 油',J 幣 ィ；
IIJ J  
IIIL (8) I ! ff 1 4  . 9cm 、 JJ°( ff I I . 2cm 、 闊打，·:1 2 . 2c:mを 復 ） じ す る ））む僻 外 l川 は 糸 LJJ り で （本 部 は や や 丸 み を ·沿
ぴる ）科 托(}) た め 晶 幣 ィ淵)j で あ る 。
Jf (9) 1 1 (: 鰭I糾I J 『て I l ff l 3 . 0cm を 復 几す ろ ｛本{HI と 1 1舷部の 税で悛線を品ぬ 1 1 綽部 は こ く ("1し か に
外反する If� 耗のため晶 叱 は イ�II) I で あ る
1 SD1 2 (Fig .7 · Tab.8) 
釘i}ふ憐i
鉢 ( I 0)  1 1 緑 部 は k絲状を ばす る 焼 成 和� で 色J,\J は 淡 茶 i' I 色 を 1 1 !_す る flfl I·. は I -2mm利/':S: (/) 砂 粒
及びイ i 炎 を 多 く 含 む
1'i磁
j小 ( I l l 1 1 糸点 部係III J 'i--で I I f'f t 2 .  0cm を 復 ）じす る il1V火 1 · 1 色0) -1 i 地 に 淡 茶 緑 色 I)) 近Ill ] 吼Iり を か け 、 内 外 血
に L't 人 を 認め る 火 ‘ヤ珊f糾年 Ill - I 類 と ）↓'. わ れ る
1 S0 1 5  (Fig.7 · Tab.8) 
I ·  帥 沿

小!Ill ( I  2 )  I I 径 1 2 . 9cm 、 Ii'(作 I 0 . 0cm、 牝1i 似i I . 5c1n を 復 几 す る }< 1flilfH� O)た め わ 力 I り に く し I がl』,（ttll
外 1(1 1 は 弁: り） り と 息わ れ る
攪乱 ・ 表土 (Fig. 7 · Tab.8) 
I'. ・刊1, 僻

坪 ( 1 3l li'G'illt:111片で底径9. 1 cm を 復 几す る 約f1imJ. ( O) た め，JM �r� 小IIJ J
ィ i 椛↓
イ i 鏃 ( 1 4 · 1 5 ) 共 に l'' I J,� 式If) 埓辺 ・� rり 形 を ', !.す る イ i鍬 で あ り 、 イ i材 は サ メ カ イ I 、 製 で あ る ( i !UJI 
部 を 火 肌 し 、 f!IIJ;』 に 係Illか く リ ク ッ チ を 加 え る 1 4 は 如(1j ()) 風化が 併 し し ＼

(4) 小結
ヽ'1 地 は 、 米 部 か ら /1� 1)11 す る 八 女 11.Jl/,2 怜J �'" 部 に あ り 、 1柑流す る 介 I I 川 ())北J i! に ＇ヽ［地す る o , 1/刈 ft IX: 0> ほ ぼ

和(11 に よ た か っ て 検 I II さ れた 絣l 及 び澗 ま り 状辿 構 は 、 ヽLI 地 が .: れ ら の地形的な制約 を 受 け て し る た めの
b の と P,; え ら れ 、 かねて か ら +1 1 11'1 分 の 流 水 が 県 l j I す る 地域であっ た こ と が (·illil さ れ る 倹 出 さ れた 令 て
cl)辿 ti'りが イ況ふじ な プラ ン を 情 し 、 J-H:h'l I ·. 中 に 多 く の I沙や礫）\''/ が認め ら れた の は こ のた め と 思われ る ま
た 辿物 に おし ヽ て ,;11,生 時 代 か ら "I Il l: 'こ ii る よ で の ,. 憐｝ 、 イ i 閤汲 を I l l I · し た が、 (11Jれ も んill が i: し く ）!'11H し
て い る こ と か ら 、 K砂に Hり 人 し た辿物が激 し し 、 ロ ー リ ン クを繰 り 返 す こ と に よ っ て 1 1:. じ た も ()) と ·ri>fす る
こ と がで さ よ う 今11 11 1 1 \ 卜 し た 辿 物 は い点に あ た る 束 部 に J践 IHIす る Ul俗か ら の 流 人 1'1111 と 思われ、 そ の 付
ff を ＇紅 え る t引 料 と な っ た

- 1 6-
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0 I血

Fig. 1 0  S001 · SD02出土遺物 ( 1 /3)

NO 種類 ロ 径 底径 器高 残存 色馴
1 土師器甕 ( 1 9.4) 一 一 口 縁部 1 /2 淡灰茶色
2 土師器甕 一 一 一 口 縁 部 1 /4 淡茶褐色
3 土師器高杯 一 一 一 脚 部 1 /3 淡橙色
4 土師器杯 ( 1 2.8) ＿ 一 1 /3  暗茶褐色

土師器ミニチュア 1 /3 淡茶灰色5 (4.6) 一 3.7 
土師器ミニチュア 向

,- —-
淡茶灰色6 一 4.0 1 /2 

7 土師器杯 一 (6.3) 一 1 /4 淡茶白色
8 土師器甕-— 一 一 一 1 /4 淡灰茶色， 土師器甕 一 一 一 口縁部細片 淡灰茶色
1 0  土師器甕 一 ＿ 一 口 縁部細片 淡灰茶色
1 1  土師器甕 ＿ 一 一 口 縁部細片 淡灰茶色

※ （ ） 内 は 復元による数値

Tab . 1  出土遺物観察表

( 4 ) 小結

今111 1 発伽 し た本辿跡 は 如,q J'j 柏"こ 艮t:111 t 潤 rtixであ り 、 そ の調 rt IX: 払1 で辿物 を 多 く 含 む 辿 構 は 少 な か
っ た 。 そ の 中 で 溝状辿構で は 少 1, し な が ら 辿 物 を I J I  I、 し た の だ がSDO I は l' I 然 流路で あ っ た 。 4直 辿跡の 'ヽ,:
地す る 場所 は 八 久 丘陵西瑞ms よ り 鉗 附状にりK り 1 11 し た I,:陵 IIIJ の 谷 :mか ら (Jf地 部 に 移 行す る 箇所 に 立地 し
て L ヽ る た め に 西 側 に 向 か っ て 椋 似i が 低 く な っ て お り 、 水 の 流れ は 束 西）'11i,J に な る と 息 われる し か し ｀

SDO I は 怜j北）'j liり に 心 っ て し ヽ る た め に 、 低地陥では 谷 部 か ら 流 れ た 水 は か な り 蛇行 し な が ら 流れて し ヽt..:
と 思われ る 。

［ 参 埓 文献］
筑役巾教ff 委11会 「h退数辿跡l『 ( Pl1 ノ 木皿跡） 」
筑後巾史紺 訊 企 Ll会 「絨後巾 史J

1 9HO 筑後巾 文化財 ，J,'J i't 悧化 ，り 切6リi
I B98 筑後 1 1 1 史紺n 公Ll会

ー 1 9 -



調査終了後 現地状況
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2 

�IIJll<l!.l,l±• - - - - - - 1 ● ●蚤氏色土 21 ●翫色転賃エ
2 ●豪鳴色土 22. •&e諭土

朝蚤纏e秘土貫 11•10 5oo., 3● ●豪珊色二 直反e土プロンク置-- - - - - - - - 1●襴紅プOCJク置I 23 ● Iii! 砂賣:t:
�. 霞灰色土 24 •a11e. 鴫融工

19 - — へ．ー ··- 10 /<...• '-.. . ゞ ンご． •• 一 胴●E色帖工’’ 5 Ill仄e蜘土 ZS 鯖e麟砂土
6. 囀蚤反色砂土 26 ●軍襴色土
7 ●氏eも：：： 27 畢灰色土
a ●灰色紘胃土 28 鴨Stl!llit土
9 疇灰色葺B● (25●と胃じ9

10 ● s:ett貫 匹 ●Sci! 帖賃土
1 1 ● B:� 霧砂土 珀 ●氏膚色砂重ェ
12 蒙棗·色星B 31 竃憂漕色砂·
13 ●反色土 32 ●反色題砂土

摺い0土置＼ 33 Ill蚤鴫色霧Oエ
＂� 嗣蚤漕色ビ●土 34 ● Ste霞砂ェ

tfrlO 500n ＇証e土プ0 ック這� 35. ●憂沃色紀貫エ
15 ●灰e土 •鴫プOソク塁

<aae紅フロック董 36 ●灰en土
16 ●量灰色馳●ェ 37 ●灰e枯貫土
17 疇反e砂土 ●鴫eフ〇ンク置
IB 疇沃色O貫エ 蕊 鴫●膚紅
19. 鵬反色器け土 血e土プロック塁

33 
20 鵬畜灰色〇貫土 39 綱蚤鴫色粗砂エ

S001 .SD02北堅土II図

45 

HzlO SO伽

。 2m 

- - - - - -
\ 

閉胃灰…- - - - - - - - - - - - - -“ 
嗣葦、II色�II±

S00 1 .SD02雨翌土層図

Fig. 1 1  B区 蔵数島 ノ本SD01 · SD02土層図 ( 1 /40) 

H�I0.50<m 

�=10 500m 

1 璽憂只色土
2 •119:e士
3. 竃灰色立：

ぽae茫貫プロック這
4 蛸員鴫e土

し●反紅プロJク遷）
S 鴫灰色霧騒土
6 ●● lie紗賃土
7 ●●氏色土

<•lie± プロ，Jつ雲
II. 疇3色●U土

<3-4-い砂重
， ．氏色霞砧土

10 鴫胃!Ke砧土貫
{II! 山プロック

1 1 ●仄色妙●土C帖:i.�·J>
12 竃憂灰色ltli

［砂けか●かい
13 ●灰色〇貫土

!8�-f●かい
14 ●氏亀畔貫土

9這蠅eのプ0ック這
1 5 鴫.li1!1t•土（帖
16. 晒灰色砂●土
17 綱圧色1!18土
1 11 嗣灰色.紗土
1 g . 圧色屠＂量土
20.ll!lce四い〇土
21 霞灰色砧貫
22 ●●氏色駐賣土

扇い砂11入る
23 ●灰色シルト

24 ●●氏ai,貫土
25 疇豪翼色●砂貫土
26 ●景●色0エ
27 閉葦虜色診土
28. ●氏1!.:t
29. 疇蚤●色妙土
30 疇反eも土
31 嗣汲:!!l!IIJ::t.
32. 讐正色砂土

，u紐●プ0:,ク置I
33. ●葦遭e1,11.±
34 ●氏eに璽土
35 1111.licl已砂エ
36 ●灰e紗貫土
37 鐘9:1!.:t
38 鵬e砂量ェ
39 疇圧e橙0土
40 ●蔓Bi色シルト
41 ●葦璽色編Ull±.
42. 遍反e妙●工
43 嗣蒼●ea• 土
“ 綱沃e●〇土
45. 田eシ凡•t-
46 ●蒼灰色土
47 彎貢●紅

Illa!! プロフク皇
48 遭圧色砂土
49 ●●仄色土
50 疇氏e砧ll:t:
51 ●氏色砂土
52 竃憂灰色雲B土
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Fig . 1 3  蔵栽保古手遺跡第2次調査 (A区） 迫構略測図 ( 1 /300)



2SD09(Aト レンチ）

I . Ill鶏色土
2. 貴臼色@ll±
3. 淡灰罵色枯Ill土
4. 淡灰歪色砂賃土（少し精い砂9
5. 淡灰色鱒土(Illい妙）
6 貫e粘●土
7 鱒11111!)砧
8 翼褐色砂賢土
9. 淡灰貫〇@(少し1!1い）

10. 及灰●色帖賃土(6●遭）
＂ 灰鴫e帖賃土（砂賃渭）
12. 灰罵色砧賃土
13. 淡鳳灰色帖貫土
14 灰色砂賞土（ヽ j•(tと小石湛）
15. 1!11貫褐色帖貫土
, 6. 111鳩色枯賣土
17. 鯖灰鳳e帖(@!む喜J
18. 灰黒色粘（妙悶）
19. 棗灰砂（編い砂l

20.111色枯
21 .  灰曰e砂
22. 灰鵬e紗
23 鳥色け
24. 灰eひ(Illい砂）

2SD09(Bト レンチ）

H=10.00n> 
25. 鴫灰l!llt(シルト系）
26. 淡貫灰色砂（シルト系l
27 臼灰e土（シルト高）
28. 鴫罵色帖(12に近11:1)
29. i,'11灰e帖Ill'!'砂賃）
30. 貫白色砂
31. 淡鼻灰色帖(291こ五似）
32. 鴫鑽灰色粘(28に近似）
33. 最襦妙（大 Jヽヽ け霜）
34. 疇灰員帖
35. 鳳豪帖（砂環）
36. 淡棗帖（砂濯｝
37 鰭鳳枯（鉄分潟）
38. 闊灰罵色枯（妙賃遺）
39. 灰臼砂
40. 汲灰Ill色帖（砂貫鸞）
41 .  鴫鴫色帖（塁貪土置）
42. 灰黒色帖（繰灰色帖潰）
43. If灰e祐
44. 負灰色砂
45. 灰虜色帖
46. 湊繰色帖
47 鴫灰色帖

H:10.00m 

3
 

32 

21 

28 

33 

37 

36 

42 

I 淡灰瓢色帖賃土
2 . •  {善干荼色土壌）
3. 灰罵紅（帖●砂員濃）
4. 豪鳳色妙買土
5. 灰荼色囀
6. 葦灰色●
7 墳瓢灰色土

8. 灰e砂賃土
9 .  棗 鳩e土

10. 紗繍層（大きい鬱入る）
a 賣葦色砂貫土
b. 鶴景e妙贄土
(. 賞臼色粘●土

2SD1 0 

H=IO.OOm H● 10.20m 

1 淡翼灰色土（小石ひ澪l
2. 液鵞灰色土
3 淡鳳豪色土
4 地山讚層

フ

。 2m 

Fig. 1 4  2SD09 · 1 0土層図 ( 1 /40)
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(3) 出土遺物
士曝
2SK05 (Fig .22、 Pla.23)
uw俗↓

小 ll ll { I )  1 1 径7 . 0cm 、 ;f,,I 似1 1 . 8cm 、 底往5. 6ern を i!IIJ る 底部糸l,/J り で I I緑 部 に 油饉が残 る
磁湘
川滋
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2SD 1 0  (Fig .22 、 Pla.23 · 24)
;f (、1↓し 閤i
'i 11t� ( 1 3 ) I I 紺端 部 J 't 'で』,',I 撒 は ヨ コ ナデ、 外 I「II)Iii ill ! ド に 「 I 然釉がかか る 。 焼成遥 ）じ艮好で 11{1 け ］火 色 ．，
I-Jilli 附

小llll ( 1 4 ) I l ff. 1 0 . 7cm 、 什サ似f I . '1cm 、 底径8 . 0cmを il!IJ る 。 底部糸 切 り 、 内 外 血 は JI'� 耗 の た め 調 整 杓り I,
す り 鉢 ( 1 5) 底 部片で)J芍 径8.0cmを ifllj る ｀ 仏J 1f11 に す り 1 1 を 施 す 焼成 ィ＜凡
此�H
椀 ( 1 6) 1 1 糾 部 片で』M 幣 は ヨ コ ナ デ 焼成 イ小とで 1 1 緑 部 内 外而 淡黒I火 色、 淡茶I火 色 を 情 す る
磁僻

Fig. 1 9  2SX1 8土層図 ( 1 /40) 

1· 1 磁
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Fig.23 出土遺物② ( 1  /3) 

J心附
椀 (27) 1 1 緑部） 『で端部がt『 I : I'、l i対す る 1 1 緑外lfli は if( ね焼 さ 艇が残 り 黒色化 し て し ヽ る
磁料i�
, 'i· 磁
碗 (28) 1 1 綽 部） ｝ で端rn1 が 行 I

・・ 丸みを術びる ， 釉がlげ く 掛か る 心泉窯系 i'il滋
鉢 (29) 1 1 綽 端 部 を ）11( 1 1 1 1 さ せ'I� ら に 1 1: 上 げ る 池凩窯 系 け磁
2SX23 (F ig .22、 Pla. 25)
磁料1i
「 I 磁
紅 llll (30) I l i¥.4 .Gcm 、 化 叫 1 .35cm, ,,,',Sf濯 1 . 8cm を ill!] る Q 外 lfli を 比役 I·. に 咽押 し す る 。
2SX26 (F ig .22 、 Pla.25)
Ii松 竹i�
l' I 磁
碗 (3 1 ) 1 1 緑 部 ） 『 で端 部 が 行 「外収 す る 索地は淡茶 l' I 色、 利1 ,1/.'il は 淡 凶 1· 1 色
1 ' /磁
碗 (:12 · 3:�) :12は 小碗で I I 綽 部 を 外 I又 さ せ る ， �1 :1 は 外 Ifli に辿弁 を 施 す 共 に 心 泉窯系 げf磁
2SX22 (F ig .23 、 Pla.25 · 26)
紺J.!f.淵
糀 (:311 ) I I 緑 t'il切 で 外 1/1j に 浅 し ヽ 断 1!11 :_fり形0)突椛 が付 く 。 調 整 は ヨ コ ナ テ 、 l

°
I 然釉 が掛 か る ．

U\ili 悶｝
t鍋 (:i5) 1 1 緑部） ，1·で端 部 を I�緑状 に ( I: 上 げ る し 』,H竹 は）料 耗の た め イ� Iリl

磁附
! ' I f滋
碗 (:36) I I 綽 部 を I�緑状 に ( I: I: げる 。 外 1/iiに ピ ン ホ ー ルが残 り 、 淡u'i茶 色 を ' , t し て 焼成 イ�l{,
1'i'磁
碗 (37) 1 1 綽部内 1(1jに :• 本の沈線 が 見 ら れ る ， 遥 泉窯 系 1'J磁 c

染 （ヽt
llll (38) 1 1 径 I 0 .5cm、 料\'ti 2 . 5cm、 i',°,'1台 径5 .4cmを m1J る 。 見込みを蛇の 1 1 状 に 釉 の カ キ収 る 3

I: 製 1
1

11
1
1

k錘 (39) n さ G .8cm、 1111,12 . ��rm、 )'メ さ 2 . 3cm を 測 る 。 約6mmのイし を 穿つ。
茶 色 I . ( 包 含）1'1 ) 
磁}付

-�H -
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4 蔵数 保 古 f辿跡 第 2 次 ，淵 介 (8 1メ
．
． ）

( 1 ) は じ めに
.,, 辿跡は筑後i l i k'灼祓 数·;叶呆 ， 1 , f'238・ , , こ iifr <, する 東 ）'j よ り 八 F状 に 1ム が る 八 女 Ir. 陵 の 谷 部 に あ た

り 、 枯:! ,:'り 1 0 . Hm 位 の 低地 に ,·r.地す る 筑 後 北 部 地 区 県 党 ほ 悶 整 filir • J r 菜 （ り l し 、 [' ff成 1\1/ ) 筑 後 北 {'ill 地 l.i
平 成 1 7{虞 J'.'J \ に 係 ろ 発掘 ，J,',l 11tてあ り 、 ,J/,J ft I J. は l riJ 小 ' j·: 内 に お し ヽ て 2 箇 所 を 没 \i'l す る こ と と な っ た た め
に 内 側 洪 ff. I人： をA l 人

＇
． 、 束 側 ，晶l ff 区 を RI人 と 称 し た Alべ． は l·. H り� I 、 B l 1... は 小 林 リj ('1 か1/,',1 fr. を j l ! 'り し た

叶 ，J,Uf 1;.: ( I� 1 ;:., ) は 、 水 久 tm :斑 物 と な る 追 路 V>lli, •JI<部 分 と 辿跡靡ぶ 範IH1 O>約'1 1 I m な 対 '{� ijit!: llll と し て L
' j-: 状 に 設 ＇巫 し 、 発掘 ，�,';J ftは 平成 1 7 年 o J J o i  I か ら 111]{「 H J J fi 1 1 の約3 ヶ J J 1/IJ 'J� /池 し た こ の IIIJ 、 杓 古 ·?・ nり
F法 に よ る }< I 求lj さ ・ m uり 検 出 ・ 追 枯'/ j)糾JI) . ')こ i!lll作 業 ・ 'lj'. 叫船t� を 1 r し 1 、 ir�Jll! 作 菜 か ら 報 1 1 , , 1H� 成 9こ 令
る ま ての 作 裳 は 文 化 lU �I精！窄で仙11.'j/ )' -, た な お . i'印 幾 に よ る h i吼l ざ は （ イ j ) 柘1 1;.� 1Tt 機へ、 �!/図珊J ! , l.
｝ 軍 は ア ジ ア航 測 （休） へ私t し た ,JIJ ft叫諜 、 溝 . I坑 ・ 追路状町,'I内(/) 辿 構 が確 ぶ さ れ 、 ,;加I: I· 
附 ． 姐 、1↓r. 昇｝ ・ l".fllli 附 ． 凡 鼎 ． 刷磁沿 ・ イ 1 閑ば 1 cJ) I I \  I 辿 物 を 得 る こ と がで さ ん、 以 ド は 、 発掘 ，;),',l �tで fi'(I' I認
さ れた ド必 な 辿 構 と 辿 物 に つ い て 報化する

(2) 検出ロ構
溝
2 S D 1  (Fig .25 · Tab.28 · 29) 

1J,'d ft Iメ．北部 に 位 ii't し た 如印j ji1J cl)汁り で あ り 、 途 " ' 、 I · J几状 に w; ,;i<す る 箇 所 を 確 認 し た rt'り のK さ は
1 5 . 0 m 、 1�/JI O . o0 - 1 . 03 1 1 1 、 深 さ 0 .3:3m を 測 る 。 i1'り のI町(ri Jf・ク は逆台形状を ＇ 礼 し 、 t,','J I氏 は ほ ぼ 'I' 」1 1.な状態

を ＼ し す る l: (\'1./1り は 黒茶色粘質 I 、 ド (l°f.11'/ は ）火 色 Ii少が レ ン ズ状 にm\村（ し 、 -� の流1k を r·11 っ て し 、 た 1 1J能
件 が 杓 え ら れ る も う → 方 で 検 Il l し た I · JiC状 に 1Jl、 ·H� し た 部 分 は 、 J< 1M1 2 . B 2 m 、 �\/. 11�11 1 . 8 3 Ill 、 深 さ
0 . 8:Jrn を 測 り 、 h'i'i' よ り ド (1'!. 0)収坑 は オ ー バ ー I ヽ ン グな�II�� に 快 ら れ て し 、 た 辿耕111、I ト

・
'I"{/) 町(1j は 1火 色Ii少

利 を り l す る 地 山 でJ脆 く 、 流 水 に rr っ て ）ul 洛 し た た め と 行 え ら れ る 辿 構 0) 機111! と し て は ·般的 に 流 水路
( 2S D  J l を 利 / I J し た ilY/枡 II引） 施 設 で あ っ た ..: と がHI' i!IIJ さ れ る が 、 こ の 他 の 様 々 な ·J� IAI も 杓 え ら れ よ う
2SI) I か ら り加 I . I僻 （ 別 ． ） ，1 ） を 認めて し 1 る
流路
2SX2 (Fig.2 5 · Tab.30 · 3 1 )  

, J,'1! f fl.{ l j  I 央 淵1 で 検 /I I し た 山 西 ）
，
J 柏J (/) 溝 て あ ろ 竹i 部 {))糀l (2 SXJ) I女 ぴ 卜: (1'f (})j且 路 状 辿 構 ( 2 s rnl

を 切 る よ う に 確 認 さ れ、 l�/,l 約 5 . '1 0 m 、 辿 I洲 検 l l \ 1(1 1 か ら /)) 深 さ o . :{2 - 0 . �)0 m を 復 ）し す る I . JI''/ ldl祭 て は
I /l't.il''/ に比較的な必 し た W 1 質 I が.t(f: fL't し て し ＼ た が 、 ド (l'r. )\·t/ に お し 、 て は fi少ゃ砂 利 がa�人 し た Ii少 tし I O) 沌述

) \''i が 見 ら れた ま た 、 h'I/底て は節状 に は し る 柏'I状辿fiW が ，ぶめ ら れ る な と 泊れた状慇 を り！． し て し ヽ た こ と か
ら I :流 か ら の 多 11t の 流 1kかあっ た も の と 廿I 測 さ れ る h','I J氏 は 北 部 側 か ·段 と 深 く な っ てお り 、 レペIレi':':
,1',! は 1既ね0. 60111 前 後 を 測 る 辿 物 で は I: (l'f. /1"/ o > 黒 色 粘 I· で弥 1 1·. I ·  開} (j他） 、 �ll息沿 （」f · 別 . ) ', ) 、 I· 
師 沿 uィ、 ． 似;Jイ、 . �� . ,:\i. . J 'il 、 上儲:4 (坑 ） 、 !' I 磁 ( J ', ) を 認 め、 ド (it. M の l火 色砂で は弥11 ·. I· a;� (似j坪 ．
附 台 ） 、 l:fW : 柑 ( J.L底坪 • 別） が II I I .  し た 。
2SX3 (Fig.25 · Tab.30) 

11/111] fi lべ IYi 部 で 検 I I I し 、 北 f{� は 溝 ( 2 S X 2 l 1.: UJ ら れ る 1�1t1 I S . Orn以 I : 、 皿 朴'i 検 1 1 1 ,ru か ら (/)深 さ は
0 . 2 2 - I . 09m を il!IJ り 、 11ltJ rt I J.. 1r1 i11J f'iB で 洲 南 ） ド の I°/. I :  が り を hf恥忍す る I · !f1/ 観寮 で は比軟l'lり安定 し た 粘
質 I . が I·. 位）1v/ を }'U し ‘ 、 ド (\'f.)\''/ でIi帆'i I .ii'り の 発 述 を 認 め た が、 汁'/底付近の 一 部 で は 乳 1' i')火 色の沈殿J1v/ も ，認
め ら れた。 滞 底 は 筋状 に は し る 洲 状辿梱や ピ ッ ト 状辿 Ii間 を 必め る な ど の 11r 間 が ;,i;· し し 、 2SX2 と l i d 様 に
I · 流 か ら 多 く の 流 水 が総 り 辿 さ れ て し 、 に も の と 忍 わ れ る 追 物 で は I ·. 1,·1 II'り の 黒 茶 色 粘 I . で 弥 牛; I· 沿

（別 . ) '1 ) 、 l -.fl1Ji附 ( ,りj奸 . J '1· ) を 認め 、 ド (,'i: /r'I o> fi少的 で は 弥!J: J -. 閲} ( J ',·) 、 1 ·. rw� 甘 ( J ',・ ） 力 • / I I I し た

- :rn-
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2SD2 
2SD1 北ペル ト

1 ●棗色駐●土
2 畢憂色駐●土· •e11子Ee�し拿Cl
3 沃e融(itffを多く含む）
4 ●灰eit(II色 員色〇子を多く含むJ
辿 A ●S色駐貫ユ

S 祖ae�•ェ
2SD2·2SD3 

9 麟翼•砂貫土t床土」
2 11!11葺色鱈貫土（さ含層
3 濃灰憂色妙●土

員!.!l.重色&if * ェ1,;f.多く含し
＾ 積●灰色杞胃土．
5 -色虹l員色に子'J>●
6 鴫璽色惨II±• やや枯eが）I
7 ●●色匹土
8 7t;JII以葦e屈土プロックを言Cl
, -葦eぷ賣土

i貫色葦eli子憂少し拿む）

10 ●舅軍色にエ
Ulem子を多く霊む）

I I ● !!Iii土＋灰色B
灰色i,14●い）

1 2 疇e鱈
（わずか仁●色に貫土を拿じ）

13. •.s:eゎ＋“利
14 ●反e1r+i,精
15 12と ほほ霞じ
16 ●●葦e1r,エ

＂＂色〇子憂少し含むt

1 7 ●●灰e砂●土
(111色砂€多く拿し、』

18. 浜葦a:e砂●士
19. 嗣圧臼!!it

『●色妙0をわず＂に含Cl
20 . •• 氏e佑貫士

（社是多く含む）
21 Ill反色妙+it利

●色R子蚤多く含むI
22. 灰e砂ャ●鳩砂遍し，J

23 20と貫し
ぼe1t曹. ael!i'f�少し倉tl

24. a11aB貫エ
t多くの141'石蚤含む9

25 2くと胄し
26. 乳員灰e砧●土

多くのU騎€含む）
27 買s:a鯰●土
28 乳員!ltl!lo●土

貞U天l!ti,1t.,多く言C
29 紐憂色応●土
30 28と胃し，．，

Ha.11 000m 

I> 
A 

c
 12 10 

)̂
 

Ha1 0.900m 
d 

2SD2(1- l5)·2SD3(16-22) 2SDl 雨ベル ト
1 零aBie妙

, !I色li'i'�::I畜lit多く置し
2.. 潰葦e駐土．
3● ●●纏と土
』 紐憂eu

ae帖貫ェe少し拿CJ
5. 灰e砂尋

昌e粘●を少し含む
6 ●●襴も●土
7 鴫●-土

葦I!!砂を多く含む9

8 貫憂色杞贄エ
研をつし含む, ••e砧土

l属色R子e多く含むヽ
10 7と胃し
II 霞e駐工+e;色恥て置しり
12. aaeaa 

•カツ紅を9し含(,)
13 ●  ae色む

·遭粘貫 を少し含C
14. 灰色砂M

15 ●員鴫色紅 地叫 ●臼 e帖●..t:
（表量は竃い） 8 灰色むM
＂色庄置ICiH jQ;•J l C. 饗.lll!'6t土

16 漬沃棗色枯工
17 3と：： llllllし
18 圧eee
19. ●重震紅

＋灰日色〇霊じ'J
20 疇!itettff

わずかに貫色g子菱含{.)
21 19と胃じ
22 璽●鴫払土マも＂鸞(;.IJ

I ●葦e駐Jl.±
2 洟軍e帖貫土
3. ●葦e帖貫土

l貴色
4 ●灰ei,

(IJ'4. 多く言C
5 :;a蒼色ひ

直eli子を多く 拿むl
6 ●●e帖

（白色蚤eプロックを多く拿む
7. 5と6竃合
8 6と胃し

l白色プロック多霊9

9 81! 馳 土．
（●色粘士雲I

10 &!iiie砂
1 1  9と胃し
12 10と胄し
13 ●氏色砂

,lltfl憂多く 書Ll
＂ 皐胃灰色l:lfl十鮎賃二：
1 5 温灰e
之山 ,._ 員白色凪賣エ

8. 乳灰aa帖貫工
c.s; 色砂祠

Fig .25 溝 (2SD 1 ) , 流路 (2SX2 · 3) 実測図 ( 1 /40 · 1 / 1 00)
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叩06"01事H Ha10.500m 
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S-9 0) 

I .  賃棗褐妙賞土．

（多くの砂利•小石を拿む）
2. 乳冑灰色帖鼠土(it�!«多く含）
3. 乳負灰色枯賃土（砂利を少し含む）

4. 3と同l.,(lt'4· 小石を多く含む）
5. 灰膚枯賞土(It科を多く含む）
6 乳灰日e帖賃土1mりを多く含t;)
達山：乳臼色枯土
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1,  貫檀色妙胃土（鰻く“つている）
2. パ罵灰ell!子・砂利を多く拿む）
3 乳灰白色＂賞土
4 2と胃じ
5. 乳灰臼色り賣土貫糧色砂賃土
6 乳灰冑e妙貫土

（多くのけ利を含む）（やや秘笠あり）

7. 6と虜し（やや帖性が））
8. 6と同し

（贄色·鳳色”子・lt�憂多く念t;)
9. 8と同じ（り（やや帖性が））

10. 乳白色砧土（妙科を少し含む）
＂ 灰蒼e砧土（砂＂を多く拿t;)
t山：乳白色砧士

1-9は邊くしまっている l 浸負g糧色191:t(t,ftf多く含(J)
2 貴帽1!!11●土

渇M多這)(罵Bit!IO子をクし含む）
J ll氏貴!II賃土(llil多釈Iやや粘日み

•J、霞Bil!!l9子そ少し含C)
4 鳳Bi&帖買土11111多配
5 員灰色�

6汲氏1!191土
1. 貴糟e+M:ei.員工

（けMt多く含むJ
8. 71: 員じ渇峨多く3t)I●灰eプ

0ックを少しgむ）
9 乳灰胃l!littl土(ltll多濃り

10. 員檀e鳥員土9鳳色H干を，，し含むI

II 乳員II!砧貫土
11色n子を少し含じ

12 Si8紐貫上
I霞灰色●色＂子・ltfff多く含むJ

13. IIと胃じ(•l
14 ll&S紐賃土

I凰!Ii子星多く含じ9

15. k&員色＠貫土
渭色R子・ltll"多くSt.I

16 ISと員じ
111灰eN子プo,,t少し8じ／

17.1員lll!t罵色(It員土置い））
18 10と胃し ●）

1 �  貴灰色砂鯛土11:tt•J�多く倉む）
2. 董灰色＂冒土（＂利を多く含む）
3. 淡灰色け贄土

（贄色n子・砂利を多く含む）
4 . ' と 閥 し Cel!l校子・ひ利登多く拿む）

5. 乳灰•e�●土
（織色粒子賣色粒子•砂科む多く含む）

6. 灰茶色・貧色砂賃土
7. 乳白e祐土

tit,Q・灰茶色n子を少し含む）

8.3とIJば同じ
（やや帖性あり） （やや淡い）

1. 及灰1!!1$賃土
（贄色り子•砂iりを多く含t:)

2. 灰棗eり貧士（やや粘恒あリ） 3 2と悶じ
（帖性惰い・貫色拉子を含む）

2tr 4tr 6tr 
Ha10.600m 

8tr 
H• 10. 600m H•10.600m H•1 0. 600m 

1 1  h
 

1 貴慣ei.t贄工
（●灰aR子 "'りを多く含む）

2. Iと閏じ（ル）
3 1と悶し（り
.. 乳灰胄色砂貫土<• 色・・an子・妙村を多く含む）
5 乳灰胄色砂貫土

（編灰色粒子を少し含みやや鮎笠が））

6. 4と1111じ（鼻I
7 4と同しい）
8. 4と霞じい）（やや粘11ありJ
9. 乳賛檜a枯賞土（やや枯性あリJ
10. 4と欝じ

（編灰e粒子も少し拿みやや帖11あ1))
1 1 .  乳灰臼色枯士

（鳳灰an子を少し含む）

12. 9と同じ（●l
13. 1 1と閥じ(•J
14 1 1 と閾t;.(り
15. 9と同じい ）
16會 1 1と同じい）

1.; 炎灰色砂●土（砂騎多湛）
2 賃憎色砂賢土（砂M多霜）
3. lllt灰色砂買土
4 量灰色砂賃土

（鳳灰色プロックを多く含む）
5. 乳荻冑色妙買土

（● efg子·砂利を多く含むl
6. 乳白色砂賃土（罵mm子を少し含(;)

7. 貫虐色砂貫土（鳳色n子を少し含Cl
8.'11.BI!· 貫糟色粘土
9. 5と霞じ（り

10. 
11 5と胄じ

（鼻a·鶴色・妙利を多く含む）
12. 乳灰ei,賃土

(ii利を多く倉む）

13. 4と同じ<•J
1 4 ,  乳灰白色枯土

<fkatll'l-・プo,ク晏多く含む）

9 淡灰色り贄土
（貫a12子・り利を多く含む）

z. 1と関し
（灰蒼色・貴色粒子を多く含みやや帖性ii..つ）

3. 障織灰色枯土
(8色子・債色1i子を多く含む）

1.; 菜灰色砂買エ
（翼e�子・砂利を多く含むl

2. 灰棗色砂賃土（やや砧性あリ9 3 洟灰色砂賃土＋灰色妙＂這じリ

゜ 2m 

Fig.26 不明遺構 (2SX5) 実測図 ( 1 /40) 



2SX2黒色粘土 (Fig.27 · Tab.39-4 1 )
,｝りi 'I£ L 盟↓
製 ( 1 0- 1 2 ) J O · l J は 「 く ·r状J I I 糸点 を 閑 し 、 I I は II 径 S) . Dern を 復 Jt: す る 1 2 は 'I� 底を 堪す る ）氏
；祁糾l 片で底径 I 0 .0cm を 復 ル す る
組、也閲｝
坪 ( I :3) 
別 ( 1 4 )

底部係Ill 片で底径7 .6c11 1 を 復 心す る 外底部は'" '転ヘラ ケ ズ リ 、 内 lhi /j: -J� テ’て あ る
Id 部(/)舟Ill ) 1

1ーで 、 外 川i に 平 行 I I I J さ 文 、 内 1r11 I: 位 に ヨ 」 ナ デ 、 卜 位 に 1111 心 『 l 文 を施す
I·. fl!li 閲i

坪 ( 1 5- 2 2 ) すべて 丸底坪て あ る 杵 し く ）柑耗 し た 破 ） ｝ か 多 く 、 ,:!.'J照 狼 は 'l'lj \Jり で さ た 範間で 1記す
1 5 は f i',! ね l 船 で I I 1f. :3  . 2 cm 、 は1."/i 2 . I cm を 測 る 1 6 は I I 綽 部 の · ;'111 が ，H ん で お り 、 I I ff は Li:z k で
1 4 .0cm を 似 ）し す る Wi{ 肉 は）りi く 、 やや深めの坪で 闊•::; は 7 . 1 cm を 測 る 底 部 は 「打 ちヘラ ケ ズ リ 後 ミ ガ
キ を 施す， 1 7 は やや 11') 傾 し た 1 1 糸救 部 を 間 し 、 1 1 径 1 4 . 0cmを 復 ）じす る 1 1 緑；:m外 lfli は ヨ コ ナ デ を 施 す
1 8 はやや深み の あ る 外で I l f\': 1 4 . 8cm 、 閥,,-,'i6 . Ol·rn を t見 しす る 。 1 1 緑端 滞 は 9り'(か に 内 飢す る ·, 1 9は I I f  f 
1 5 . 0cm、 悶� ,·,·,,;5 .  7 5cmを 似几 す る 。 底 部 外 1ni 'よ F 持 ら ヘラ ケ ス リ 、 1 1 紺部 外 1ni 及び1J..J 1(Jj は ミ ガ キ を 施す
20は）'/. r てやや l'-J i対 し た 1 1 綽 部 を 間 し 、 I I 1f. I G .  2cm を 復 几 す る I I 綽 部 jJ、1 外 1(1 1 は ヨ コ ナ デ 、 底 部 外 lfli
は F持 ち ヘラ ケ ス リ を 施 す。 2 1 は 1 1 1t l G . 9cmを 復 心 す る ， 1相(11 及 び朕 部 外 1f11 I: (,'r. は J 怜t な ミ ガキ 、 1 1
綽 部 外 lfli は ヨ コ ナ デ 、 底 {111 外 lfli ド 位 は 「 持 ち ヘ ラ ケ ズ リ を 施 す ， 2 2 は や や 内 何i し た I I 舷 祁 を ' ,� し 、 1 1
径 1 7 . 1 cmを 復 ｝じ す る
疵 ( 23) 1 1  ft 1 5 . tl cm を 似 几 す る 。 1 1 綽 滞 は級や か に 外 ）丈 し 、 1 1 紺陥 内 外 lfll ヨ コ ナ デ、 Id 部外l川 は 横
)'j 柏J ()) /11lil � 1 1 、 h l i邪IAJ 1 f1j は ケ ズ リ を 施す。
\11:( ( G 4 - 2 o) 2 4 は 外 ）·;ヘ和111 し た I I 糾部 を ' I � し 、 内 外 1r1 iは ミ ガ キ を 施 す 1 1 径 は 1 2 . 0cm を れよ ）じす
ろ 2 !)は ラ ッ パ状 に I°!. I :  が る 1 1 緑 部 を 情 し 、 l l f'f.� .6cm を 復 几 す る 内 外 血 は ミ ガ キ を 施 す 2 6 は JlluJ
部糸111 / '1· で111,梓部 Jil k径 は I 6 .:1cm を 復 凡す る l人I lfli は ケ ス リ 、 外 血 はl,1,1J t; 1 1 を 施す
i'o','j .1',f, (27- 3 1 )  '2. 7 は Jィ噌1sの糾I / ',·で坪部は 凡 み を 俯ぴる ？ヤ し く Itり 耗 し て お り 、 ，淵 幣 杓リ I 28-3 I 
は 脚 f'il� 破 ） 『で あ り 、 28はI批I (1IS 径8 . 9cm 、 2 9 は 脚 淵I径9. 2crn、 ]0 は!UJJ tll 119.  5<.:m 、 :1 I は /IJJI {';11 /Y. I I . 2 Clll を
測 る (11Iれ も 間f1i /1Htのた め拙I �杓 ィ； IU Jで あ る
隙 (32) 把 F 部 は ナ デ、 9本ill\ 外 血 は 拙J C: I I 、 内 lfli は ナ デの ,;/:J 整 を 施す
J、し憐↓
婉 ( 3:3) 底部刹II 片 で lば濯 7 . 3cm を 復 ）じす る 胎 I一． は 微 fi少粒 を 多 く 含み 、 如川はIf軍 の た め,J,',J整 イ洲l
で あ る
1· 1 磁
坑 (:34) (本 部糾I / 1t"で淡）火 1· 1 色 の 必 地 に 淡）火 I、 1 色釉 を 11、J I川 に 施す 外 lfli は紺)If; で ケ ス’ リ の調整c

2 SX2灰色砂 (Fig.28 · Tab.4 1 · 42)
,}りi'I;. I: 閤｝
糊 ( 35 · 36) 3 5 は 外 ）'jへrt1 11 1 1 し た I I 緑 部 を ＇礼 し 、 「 l 径 1 2 . 4cm を 復 几 す る 3 G は 「 < ' 、r-:1}{.」 を 情す
る 1 1 緑 /1111彼片で 1 1 径 1 4 .Ocm を 復 ノCす る 共 に 削 ↓[; (/)た め閲幣和1/j であ る ，
I·. fl1li 料↓

Jイ； (37-42)  37 ...... 4 I は 丸底胚であ る 。 38は 1 1 径 1 4 . 4 cmを 復 ）し し 、 1 1 絲 端 部 はややII�!リ す る :� 9は
I 1 1令 1 4 . 5cmを 復 )t; し 、 底 r;11 外 1ni は F 持 ら ヘラ ケ ズ リ を 施す， 40 は 1 1 径 1 5 .0cm を 復 ）し し 、 1 1 綽 部内 外 lfli
は ヨ コ ナ デ 、 9本 部11、国 は l 研（ な ミ ガキ 、 f,t; 部 外 1(1 j は F 持 ち ヘラ ケ ズ リ 後 一 部 ミ ガ キ を 施す,., 4 I は やや
内 1瑣 し た 1 1 緑 部 を 情 し 、 1 1 径 1 6 . 8cm を 復 ）C す る I I 糾邪 µ、] 外 1n iは ヨ コ ナ デ 、 9 似邪 仏J 1f1i は イ滋 定 ）'j柏l の ナ
デ 、 9本 l'11i 外 1(1j は 予持ちヘラ ケ ズ リ を 施す 42 は 1 1 1t. 1 5 . 6t皿 底径8.8cm. 料•,'ii4 .Ocm を 測 る I I 緑 剖1 内
外 1/11 及び体湘外 而 は ヨ コ ナ デ、 (,t; 部 I相(ff は イi 定 ）'i iiり の ナ デ 、 底部外 1flf は 糸 切 り 後ナ デ を 施す
別 (4�3 · 44) 43 は 「 < . je: 状」 に ）1Jl 1 1 1 1 し た 1 1 純 部を 情 し 、 1 1 緑 部 内 外 lfli は ヨ コ ナデ 、 '* 淵堺I 1/ii は ケ ズ

-45 -



□入

□□□ 

□ 

22 

23 

｀ 

、IT\ .ヽ, :, !'嘉'

'i, \
�-

I I : _ _ , f l  

乞 I \\ � 
•. 言C.::-;;.,-- I . . 2U 

ヽ I

忽
― ・ ' 、• IJ ，． 

;;;;::. 

28 

ニfl�

� "  
- -

27 
'•"\. —ーニ 33

- '1 6 -

乙
0 IOCOI 

Fig.27 流路 (2SX2黒色粘土） 出土迫物実測図 ( 1 /3)
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Fig . 28 流路 (2SX2灰色砂） 出土迫物実測図 ( 1 /3) 

リ を 施す， (f. t:11 外 ,r,, は ）印! H O> た め ;J.'J ir� 小IIJ I 4'1 は 約］や か に 外 J>i.す る 1 1 絲 部 を ',! す る I I 粒 部 内 外 1(1jは
ョ コ ナデ、 ,i部I相(11 1よ ケ ス リ 、 9水 部外 1f1i はナテO) ,J,\I 整 を 施す
咄t ( 4 5) Id 部の糾I 片 で 外 ,,,, は 横 /j li'1J O) 削 C: I I を 施す 仏I 1f11 は 粘 I· 4と 合痕 跡 を 必 め る か）iけLのため ，J,',I
恨 は イ； IIJ ] で あ る ，
,:·:, }1、 ( '16 · '1 7 ) 共 に 丸みを術ぴたJィ汁:'ill の W1 ) ', で あ る " 6は 1 1 径 1 '1 . fi5cm を 測 り 、 1J、' '"' に は r曲 な ミ
ガキ�J� か残る 外 I川 はm耗 の た め 晶 幣 ィ�IIJ ] 。 " 7 は 1 1 if. I 5 . 0cm を 復 ）C す る ） lfl I .  に 微 砂粒 、 { j 炎 、 角 杖l
ィ i 、 'よ け を 含 むV lf Htのため』,',I 祁 イ� IIJ I 
沿台 (48) 1 1 11: 1 0 .0cm を 測 る ） fl, 托のた め,J.'il 整 利IJ Iて胎 1 は 微砂拉 、 イ 1 りと 、 角 杖l ィ i を 含 む
勾((Jふ昇｝
姫 (,1 !i) Ii Ji"ilぼIII J ',· で外 1t11 に i' I 、クMrh がかかる 胎 I . は 微 I沙粒を 多 く 含み 、 色 11/.'.I は 淡 灰 色 を , , t す る
2SX3 (Fig.29 · Tab.42) 
弥11=. I僻
慨 ( 50 · 5 1 ) 50は I:底 を い す る ）i邸IS糾I J ',· で 底 if 4 . 4 cm を 測 る 外 血 は 柚lj t l l 、 内 l川 は ナ テ を 施す
5 1 は 平 底 を 間す る 如(11 /f汁[ (/)た め ，;J.'il �r< イ� IIJ I 
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を 追 路 状 辿 枯'Iのパー ツ に ‘り て は め た 場 合 、 「①辿 構 令 体 (S-6 - 9 ) l:JJ り 辿 し 、 ② 溝 状 辿 柚 （ふ6-
8) = flill 溝 、 ③使 化 し た 雌 I·.及 び そ の布1111 (S-9) = 路 川i 」 と ii化き 換 え る こ と がで さ る 道路の↓忍迫 と
ク イ ブ に つ L I て は 山 村 氏 ;i¥ ,,�の I )ぐ初r:f /,'rl 辺 の 近 路 状 Jl.'.l 構 LI I: I J 」 が 片 名 で あ る が 、 そ の 允 分 条 件 と
し て 「 I 路 1f1i と 認延 で さ る 状 況、 l,JJ り 辿 し に み ら れ る 追路状追構 に 舗装や側化lflf を （半 う こ と 2 .  切 り 辿
し 、 I·.!�� ( I· 橋 ） . f1岱 梁や 軋IJ i11り な と の ,�1辿 施 設 を ('I\ ぅ こ と 3 .  轍 跡 な ど の 辿 行 を ぷす 射跡 を （平 う も の
'1 . · ,  ふ距 離 を お し ヽ て2地点以 I: で {r, {1. が確認で さ る こ と J を あ げて L 1 る .,, 辿 梱 は .: (}) fC: 分 条 件 に 対 し
て 1 及び2 に IY:J し て は 慨ね悩iな さ れ て し ヽ る も の と 冴 え る が、 以 ド の2Jt{ 1 1 の 内 ·,;;. につい て は 位 :ii:で さ て し ＼
な い のが視状 で あ る ｀り 辿 ti'り を 流路が形 成 さ れ る 段階か ら Jill没 過 f間 に ポ る ま での 机跡 であ る 1 1J能性 も 否
出で き な し 、 た め に 近路状辿 冊 と し て 'j'IJ 断す る に は よ り · /1"/ の 条 件提ボが必吸で あ る と 9号 え る ， 今後 の 』,\]
ft ' J f例がJUI待 さ れ る

（り 1 111 i1li!.J 
,ii. I 1 l 1f.lf,I� リく＇ヤH·J 11,J l!J. v>氾陀状.i.(.1 1,'IJ、 'Ji / I I  >; ,1,-り�M'1G り 雌1 / 1 /ij/ ( IH!M) 
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2SK07 (Fig .32 · Pla.46) 
I鑓11J 1J.\J (tiメ．の北端で検 I l l さ れた イ％定）fJを ',1.す る 火 Jけの lサleであ る · /祁は西側,ilM l"f JJ.. 外 に 延 ぴて お り 、

深 さ は 倹 II \ 1 r11 よ り 0 . 2 m を 測 ろ ま た ｀ こ の J-..1:i(は2SD08 を 切 っ て し I る

2SK09 (Fig.32) 
南 fllll 』,'J 介 区 で 検 I l l し 米HIIJ 』M 介 区 外 に 延 ぴて し ヽ く 、 l� さ が約2 . 1 m 、 検出 1(11 よ り の 深 さ がO .G m を 測 る

けlCであ る 追物は l:flil i闘+(/)糸I l l 片が1 1 I I·. し たが図化 I I —i 米 る レベルでは な かっ た。

II I 
t 

＼ 

2SK03 

2m 

>

 

。

H-＿.
o§

 

I 蘭凡色J.(WJ.)
？ 嶋胄襴〇;I.(鳩山）
3 鴫灰111!\i:(鯖.t禽I,)

2SK04 

H
µ
『-a

@ 

ェ"-_．
oog l ●豪灰l!l;t

2, 鑢灰e帖胄土

Fig.30 2SK03 · 2SK04 遺構実測図 ( 1 /40)
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1. 鴫灰色土(Ill土）
2 .  鴫棗褐色土
3. 臆鳳灰色土
4. 明灰色砂貫土(S-56)
5. 明豪褐色U舅土
6. 朗藁灰色U胃土
7. 朗灰色妙賃土
8會 譴灰色砂lli(枯土プロック鸞）
9, 1胃荼鴫色鼠妙土

10. 鴫灰紐土胃
1 1 .  鴫葦灰色色＂貫土（シルトがうすく互層にたいCきI
12. 鯛灰e枯賛土
13. 明灰e砂賃土
14. 朗棗膚色砂土（帖賃ブロック・シル トなど且層になる）
15. 鴫罵灰色砧土賣
16. 朗藁灰色砂土（肩い）
17. 1111灰e枯賃土
18. 閉茶灰色砂土（摺い）
19. 明棗膚e砂貫土
20.1111灰色砂賢土（粘●70ック多く譴じる）
21 .  嗣軍灰色砂胃土
22. 鴫灰e土
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2SD01 東壁土層図
し鴫灰色土
2. 罵灰e帖冑土
3●●灰色土（白色士プロ・ンク稟）
4纏灰e枯賃土
5. 罵色土（な,.fiの4、II多く氾じる）
6. 鴫葺褐色り土
7. 明蚤色り土
8. 朗藁褐色砂土
9. 朗灰e帖翼土

2SD08 ペルト土層図

。 2m 

Fig.31 f呆古手2C土層図
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Fig .3 1 2SK07 · 2SK09irJ構実測図 ( 1 /40) 

ビ ッ ト
2SP02 (付図）

2SD0 1 を 切っ て し ヽ る l�/i\0 . 3m を 測 る 1 1 1 形 ピ ッ ト であ る 出 I :辿物は I f111i :tHの細片が -J.'.( 1 1  \ 卜 し た だ け
であ り 時期 な ど は いり lである

-55-



ー

99
-

9
g
杞―
戻
恣

唇

菜

§
ャi―一

喜―(＝-
T-

（翌
8-
J)
8-

g,f'
さ

ま

き

―互
y-＂
べ

塁

言

塁
怠

コ

ミ
ド

ゴ
HiJ1r.l
ツ(
-

h

c
二
[

[

い’/r(L
T(
＜
r-
〉
、-

9苫[
t
に一

2
Y1r.l
y
J,l
 +
豆
ふ
Y→i
(A
r穴
や
釜
姿
竺―l=-Y-←4.

・芸
ゑ
言l.1

ぶ心
ゃ

翌急
璽」

苔一

こ
⇔

后

言

竺．「t
g
藷

ご

患苔＿
U
，i

(t羹

ャ
⇒
翌

芯

詈―

--
D]

ぶ文母
や
逹ッ.r1co?
1n1
s1

�,
 .�1�
 わ
rl-
｛
T)}．

委乞―-『
〉
、-

M密r
nt
MI

�
f4'
J..·一(=-｝｝
芯
竺一
(
0

ま
さ
V-
i
N-

(
8�
-
z�)

痣
船

ぷ
芯s
ざごャ
ゴ
言
巳15
苔

唇
思心•}- 9
E
t
2-＝
苫
塁
:.
3

1

ミ
ff｛

山5r,l
←
Dit
J

苧ゴ
YK'-(•

」
、い

き―
店．Tl(P，
ミ
エ
迄
恣
7,K
万
ミ9
14
心-

じ

さこ
ま
や
箋i
ク

(Ki―冗Vl
〉
⇔
fE
や

=-
1F-―

ミ筵

麦―
-＿8-fl_

gへ和
や――迂l
M-
S

を―.1

竺
一

さg
P
ト
ー
ヤ
入
、
〉
苓{m-Y
妾

旦
委＿
←
亨
KJ-1｛一

旦―]
滋―-＿—

旦――――

まさ
逹
茎一
―

4
逹
心
(-
K
4

竺―]一
[
I

会一”

笠乏―l-I'（一
，
李一_l[-J
f9(
S--}ー

ミ造
り
云―
ま
さ
逹
y-

9
全
や
芸
r,
o1
 

（
こ
•
OL)

l(l 

こ
d
S
c

co 

g
g
ゃ
＜｝一
竺＿ー
5
6
·
8(
/1'
●4
二
や
ソf
ニ(
f't
迄
舌r
h)
、
〉，7l-―
ぎr(｛
h-迂
{-i,＿
乏
9
(�
::r
s
n
 

心へf
や
まH
澄一。一
g
二
や
Ji-

工竺｝
委-̂
r{3
k,-

g
姦l-lJ
}
迄(P
茎
き―迂
V)
'
⇒
華l

心初――1
孝一

U、
9
号
9
rJ
(of
;
rn
·
8
 

(
6
·
8)
 O�
X
S
2
 

、

文写
‘t-
―

o

h尽

4
0
一

き―i
―

ぶ
4,-I
ぶ
ヨ

弓
芝▼l＝
竺―
J

Ii.S
 fy―

心
全
や
M=--
m
卜

9-

じ
→i

で翌―(
8
言
号―
l-l-16
号V)

ぎ氏

や1=-（n
澄一――
:t'l
9
。
5~1

文F-Ti

aこ，J
Mt
n(
5
ヤ
91-

PE
OOOO(）（-
s
,
〉
山
;C
E-f
字l
5
i

リミ
‘バ
(-
ー
ロ
l(f
 
c;'c―
-
2、
→i-i
心
茎

ニ
コ
ミ―g

g(I
や
翠
Ti
9

ぷfJ
o
「h”X
T
3
1
l言[h
翠．
迄r（

ふニ
索
P
C
⇔
●-
t.hr(
芸(-
K
令
全一＝一
心1F

5T

迅ぅJ
⇒

=-l
ヨ

工i弓―
-
1=-〗
さ
竺―l16
、
(
4
（

和
や
客
ッ（

竺u
::,
o·
1,
 一
召}
}涵
沼
l
9
T
リ1
3(
コ-

91f（
苔i
79
H
St
琴ljllJ·-
Tこ
<

（
卜
！
寸）
u
o
ヱ
S
c

茎（

竺塗一.-
r-C

ゞ

ご区六
ゎ
善

r迄委
5

リ
エ｛

等ス均（→f
,
0
へ沢
ヤ
⇒i

で翌＝＿
苓1ir
こ’
王―l＿
き―
竺y-

叉E
ヤ

ぶ←
q••
 -r1
y.＿
（•
ミ
迄
幻一1=-
9-_――-
H『
⇒
苧Il
心
ト
十
n
m
こlg

言委＿
ニ―l-）＿16
ふ

令
や"
H
S
蓉一―
IJ

I
 :n

 C: 

(
C
.
N)
v
o
エ
S
2

こ
迄
ぺ
→i-r[
盗
}j-fl「-
〉
J
黍
忘1，一
字l

き宍
や

｝一乞i.-l(
r
vg
r

こふ
9
翠

(
L
)
 
s
o
a
s
2
 

(
�
9
·
O
S"
Bl
d
·
9
E
·
 寸£"
6!.:1)

r@
墾
廿
丑
(
C

(
0
2/
 L)
 

Mf¥�
 廿
丑

L
l
d
S
Z
 

翠二·
6!
:l

口

ー｛

立｝一x-
g
言

ぷら
辺＝」｛
函
窓
中

巧ぢE
9

ス3

竺
ヤ^
15
r[

/7l
●-
gl

翌
ご

百

屡一f
T-

g
さ）一――-l=h

g
e

g
c

ぎ工

芝祠

合J
”{
⇒
1
＝
ミ

言翠

り
や
、
（一

塁―
J

I111'111―
こ
さ

月[Y-=（一
淫

9
こ
し＇
菜
岳
＝fl
 J.
 l!f*?l'�I
 9-
（一x-I,-）
一x.-
V―ぃ
溢
召
や一Y
[Y―上}-if-I-＝-＝乏

(
6
寸
•
8
t''
t!l
d
·
 
図
L｝）
o�
x
s
z
 

翠
閂
笛
怜

゜E-

ざ
ぷ
どu-
『一(n,｝．
吝l
"～
茎
二

（ミ
甜

は'
pr
n
isr,t
 =+

 
\�

 や、一．4
-
＝
ゃ
苗i
YK
Sji
竺rヽ
奏
nt
り
H-l
EMi-―――

n("
9'
1
)..
1'
\1

ふ｀
�JI11―
辛
3r
flぐ
さ
＝）一i一々

g-ii{
1-＝-
s-．（）
（4
fl-）

――＿
潔H
ii
わ
茫..
 L
U
 9
£'
Ollhl1"(\�
,
E
 s·
o―--
BI
⇒
h

き(-l
9
ご

y-4d
--『--i-=.｛，-

(
4
寸
\?I
d
·
£
£'
6!
 LL)
←
 �
d
S
2
 

._..,. 



I 2SK04 

二／
2SD05 

＼ --L _____ニ・ニ：
こ）

／
2SK07 

I 2SX 10  -『三
]—-． ＿ 

6 

2SP1 1 

� 

- -
翰品＼

ゃI

10 

＼し一―ー― ―ここそク

\ぐ:, ,� 

゜

1 1  

採 ·一

'? 
-
『 じ12  

， ヽヽ

『＝
I 

＼ I 、. 、、

ニ〗． ＼こ> IB 

14 ヽ

� I /  ｀ ` --- ， 

Fig.34 蔵散保古手 2 次C出土遺物 ( 1 /3) 

NO 種類 口 径 底径 器高 残存 色調
1 土師器鉢 一 ( 1 0.0) 一 底 部 1 /2 淡灰茶色

淡橙茶色2 土師器杯 ( 1 2. 1 )  ( 7.5) 2.4 1 /3 
4 土師器杯 一 ( 1 4.0) ＿ 底 部 1 /3 暗茶褐色
8 白磁碗 一 (9.0) 一 底 部 1 /3 淡 緑 白 色
， 白磁碗 (6.0) 一 底 部 1 /2 淡灰白色
1 0  土 師器甕 ( 1 7.0) 一 口 縁 部 1 /2 淡橙茶色
1 1  土師器高杯 ··-· 1 1 .8 脚部のみ完形 明茶色
1 6  白 磁碗 一 ( 7. 1 )  一 底部のみ 灰 白 色
1 7  I ヽマ (9.0) 1 .5 1 /2 淡灰茶色
ガラ ス製品 全長 幅 残存 色馴
18 管玉 2.45 0.9 完形 明青色

※ 小 片 は 省略 （ ） 内は 復 元による数値

如

18  

Tab.3 出土遺物一質表

＠ 。

Fig.35 表採出土遺物 ( 1 /2) 
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西壁土層図

l 鴫灰色出棗褐色プロック震）け)1!1111讚）
2. 鶴棗鴫色土( 1mm-3mmの小鷺が多く入る）
3 -,; 鴫鳳灰色土（立ち上がを1層にt/)られる）
3 �  鴫灰色土
4. 鴫灰色111111土
5. 疇罵灰色土(Illい砂nを多く霊むl
6. 鴫灰色b貫土
1. 疇瓢灰色土
8. 朗茶灰色砂土(t,�/)<塵かい）
9. 綱灰色砂土(It粒が糟い）

10. 閉棗膚色砂士（砂＂が●かい）
" 、 編灰e土（贄褐色）、プロ ックが多く濃じる）
12 .  鴫灰褐色砂賣土
1 3  . • •  灰色士
14. t!/l葦灰色土(pill

S002 

Q�lt賃土

西壁土膚図

I. 胴棗褐e土
2. 鴫鵬灰色砧●土
3. 朗灰e:t:
4 朗最灰色紗賢土
5 鴫灰l!:t:
6. 朗灰白色土
7 纏灰e砂●土
8. 明棗褐色砂土（砂粒はIll!かい）
9 関棗褐色土

1 0 鶉灰褐色砂貫土
I I  1111灰e土{II!!山プリ ・ノク霜）
1 2 明灰日虹1i,nは相い）
1 3  II灰褐e土（シルト・帖土·紗�h遺かく互IIに墳せさ）（水性たいせが
14 1111棗嶋色帖賃土
1 5 纏灰鳩色粘●土

SX01 

2 1 . 1疇灰II色士
22. 鴫灰色帖賣土
23 鴫藁灰色土
24. 鴫灰色帖贄土
25. 鑽鴫紅
26 嶋繊灰色土
27 鴫灰色土
28 鴫灰色砂贄±（シル ト・帖贄漑じ•))
29. 纏灰色帖賃土
30. 明灰II色砂買士
31. 鑢灰色帖贄土
32. 鴫荼灰色砂土（纏かい）
33. 鯖灰色紗土（祖い）
34 鴫棗灰色土り賃土
35 鴫灰色砂土（織かい）
36 編棗II色U土（●かい）
37 明灰e砂土(111< 1mm-5mml!ll) Jヽヽ 鶉磯が多く 入�)
38 111織灰色粘賃土
39. 鴫灰鴫a砂賃土
40. 朗灰色砂土(1mm-3mm伐の小隷が多く入る）

1 . 111棗鳩1!1:1:
2. IIIIJII鳩色土
3. 明灰色土
4. 胴茶鴫色土
5. 明灰II色土
6. 明葦灰色土
7. 閉灰紅
8. 鴫灰色土
9. 鱚蒼褐色砂土(fflい）

10 .  纏棗褐色砂賞土
1 1 .  睛蒼灰e妙土（精い）
12. 朗灰色砂貫土
13. 鴫灰色土
14. 鴫灰色砂土（嶋灰色土ブロック:I)
15. 胴灰色砂土(Illい）
16. 織膚色砂賃土
1 7. 瞳灰鳩色士
18. 胴灰色土
1 9. 鴫灰色土
20.111灰色土（貴II色）印山プロック現）

H=9.000m 24 

＼ 
自然濃木

2-

南北 ト レンチ東壁土層図sxo, 

1 明Ill褐色土（膏鰊化マンガン層）
2. 朗灰色土
3. 明棗褐色土
4, 鳳褐色土
5. 鴫灰色土（●かい妙nを多く含む）
6. 鴫順灰色妙賃土
7. 朗灰色＂土（砂Sh'相い）
8. 鴫黒灰色土
9. 譴灰色砂土（砂nが編かい）

10. 鳳鳩色土
1 1 .  明灰色砂士（砂れが11!い）
12. 譴灰色粘●土
13. 明荼灰!!It土
14 朗灰色粘●土
15. 明灰色妙土(It拉織かい）
16. 朗灰e砂土(3mm-5mmの小●を多く含{;)
17, 鴫鳳灰e帖賞土
18. 鴫葦褐色砂土

H•9.000m " " '"--··· 一··-

東西 ト レ ンチ北墾土層図SX01 

2m 

ー

土層図長畝町A区Fig.40 
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Fig .41  繭敷長畝町 A 区 出土ロ物 ( 1 /3)

NO 種類 口 径 底径 器高 残存 胎土色馴 釉肌l
土 師器甕 (30.6) ロ 縁部 1 /4 淡灰茶色1 一 一

2 土 師器甕 一 一 一 口 緑 部 1 /5 淡橙茶色
3 土師器鉢 一 (9.5) 一 底 部 1 /2 暗茶褐色
4 土師器甕 -·- 底 部 1 /3 淡灰茶色
5 青磁碗 一 5.9 底部のみ 灰 白 色 明緑色
6 須 恵器杯身 一 一 一 口 縁 部 1 /5 明灰色
7 陶器不明 一 一 一 底 部 1 /4 赤褐色

陶器鉢 ロ 縁 部 1 /5 明灰色 黄緑色8 ＿ 一 ＿ 
， 陶器鉢 一 一 ＿ 口 緑 部 1 /5 暗灰色 黒褐色

紅皿
• 一

ロ 緑 部 1 /4 白 色 白 色1 0  一 一 ＿ 
石 製品 全長 幅 残存 材阿

旦1了宕簸 1 .65 1 .4 完形 黒曜石·- 菜( ) 内 は 復加こよる数値

Tab.4 出土遺物一黄表

し ヽ ろ 5は I Sl)02竹製 lli�4!か ら 出 I: し た 青磁碗で あ る 見込 み 部 分 は 利l1,t.1J ざ を 施 し 無釉 で あ る ま た 、

J1iJ じ く 見込 み に は 文 様 を 柑i き 、 そ の 11、J (UIJ に 「i成」 (!) ' (.Cを 人れろ 6は I SK0] / 1 \  J 0) 須）↓い料の杯身 であ る ）

統成が忠 く ll) J J火 色 を 1 1 t し て し ヽ る 7 · 8 は l SKOtl か ら 11 1 I .  し 、 7 は陶鼎の イ� I I/ J i'11'1 で I1,1 1Mに 行 I 釉か付沿
する 8 は 陶 ：{{ ())鉢た と 思 わ れ る I火 釉 を JふJ,'J と し r 傭l を 掛 け 流 す 9 -- 1 I は K採 で あ る 9 は 褐釉 を
施 し た 陶憐樟ドで 、 1 0は紅llll 、 I l は { i鏃で あ る

(4) 小結
今j1 1 1 (/) 』,�Ht で は A 区 、 B lメ． と t） 辿の辿朴'i が検1 1 1 し て し 、 る そ れ ら 一辿(!)辿 ti'り は l' I 然流路ゃ河川跡で

あ る の た が仙i ,ilto ffl勺 だ け で は な く 、 こ の 周 辺 は 流路 か 多 く あ る よ t..: 、 そ の!'I!没 年 代 も " I I ll: よ で ド る も
の b あ リ 4滋肌 と ）l( わ れ る 辿 I情 は 検 I I I さ れて し 、 な し ',,

- G7 -



8 . J蔽 数 l乏畝 lll f辿跡 第 l 次 調 介 (13 I人
．
． ）

( 1 ) は じめに
ヽ', 辿跡は筑後 i ii ) ぐ j.-: 1没数' j-:11( 畝III J � I U 、 220にl'h (1: する 末 Ii よ り 八 「状に1ム が ろ 八 久 l「:I没0) 谷部,.:

あた り 、 I閃h翡 はg ..... ! Om 位 を 測 ろ 筑後北部地It県 ‘／灼 ほ場 照!11/; • W 北 (11 l し 1 「fi成州） 筑後北部地IA. ,,;, 成
1 7 り ）i 「 ' J� に 係 る 発 掘 ，Ji'tj ff で あ り 、 新設 さ れ る 1]<路に よ っ て 破状 を 受 け ろ 約6G I rn を ,;Ml �f 対 "{< 範 I川 と
し て 発�/111 ,JM ff. を ‘必施 し た 』,'J �f I A は 1 1 1 1 小· j-: 内 に お し ヽ て 2 箇 所 を 没 \i'Lす る こ と と な り r,じ 'I '!'. I . 、 4雑IIJ ,,/,'J ff I人
をA ll.. 、 西側晶J fi l人

9
を R Iメ と 称 し 、 A I-<'., J:.l:1 1fltWI I J'UJ 、 , � ,人．．は 小 林 リH1 が,;/,',J rr を 担 '''1 し た

Ii ii. は . 1tJ北 ）'jli1J に 紅Il l-<: し 1 ul,'1l rr 1メ． と な り 、 発伽l ,J,',J ff. (よ 平 成 1 7年9J J 5 1 1 か ら '"' り I O J  I 3 1 1 1 の約 1 ヶ ） l 
11\J 火施 し た こ o) 1/IJ 、 杓 占 学的 nム に よ る h I尿lj さ ・ 辿枯'/ l灸 I l l · 辿 h附/1J\ l'IIJ • ')揮lj (1 菜 . ., ,: 叫M 彩 を 1 [ し ‘ 、

整即('I' 菜 か ら 報 ；＼ ，り作成に が る よ て の 作 菜 は 文 化IH 整flll '{fで1%11.H r っ た な お 、 ＇ 「( f;� に よ る }< 1::/ifJ ざは
( { I )  fiil ,1, 、� '印茂へ、 Mi肉 測 1,し 菜 脩 は ア シ ア恥lllJ ( 休 ） へ 委 ，,E し た ,,/,',J rr ())糸，＼ 果 、 樅r1 の辿構か『{I認 さ れ 、

縄 � I :>.:{ ・ •J/Ji'I . I: 降i . 糾i忠：岱 . I 帥 閑l · l•L:>.:� ・ 陶磁昇i ・ イ I �:i�、和I) I I \  I ·  辿 物 を 得 る こ と がて さ た 以 ド は 、

発抽I\,J,'t]f r. で 1111認 さ れた l: •J,t1 な 迫 l,',', と 辿物 に つ し 1 て 報 化 す る

(2) 検出ift構
河川跡
1 SX1 (Fig.42 · Tab.62 -64) 

ヽ1'1 辿fi'I/ は 』Iii 介区の北部 か ら 中 火 tm に かけ て ）ぶ し 範 IHI で検 / l \ し た ， 辿+m検 / I I 後 、 ,J,'J Cf Iメ に 沿 っ て 11(1りぶ())
た めの サ フ ト レ ン チ を ,i4側 に 設閻 し た と こ ろ 、 検 ll\ 1(11 ト

’
て は 複 雑 にm:w し た 流路で あ る こ と がi'-IJ II} ! し た

そ こ て 、 ，J.'J 介 は ト レ ン チ�Iiiを拡りK し て u,·n戊れを 1 と し て 行 し \ ' ;且 tm 検 1 1 1 1(1 1 か ら 約 I . 611汁',\掘 り ド げた
と こ ろ で 地 , , , と 思 わ れ る 礫M を 確 ，ぶ し た V ,J,',l ff If. � 側州で l: M を 確よ し た と こ ろ 溝 は 少な く と ら 6 条以
ト が (i fr し て し 、 た こ と がわ か っ た I .  1,·1 Ji··/ て は 黒茶色粘fi I:  か,,i' < J{I fl'! し 、 比牧的安必 し た 状態で あ っ

た が、 ド 位)\'り で は砂やfi只IJ 、 Ii少 し'l I か激 し く 人 り ,�Lれ 、 HJff し た状池であ っ た こ と か ら 河 川 の氾ii益i/Jj( で
あ っ た こ と が�fl'測 さ れ る I I \  I :  辿 物 は Jf� 賊 し た 縄 文 I· �:{ ( J  \·J 、 染付 ( } ', ) 、 ( I a:} (求IJ } '1 ) �が を 仰 少11 l ,  必
めたのみて あ る
流路
1 S02 (Fig.43 · Tab.65 · 66) 

八 女 l i: I浚北 袖 部 ())麓 に あ た る 叫J ft l ,( Jれ 部 で 検 出 さ れた 流路であ り 、 I i· 陵 に 沿 う よ う に l対 束 ー 北 曲 に ）了
柏l を と る も の て あ る 流 路 は 蛇u し た 状態 で 検 1 1 1 さ れ、 ll�i 1(11 形 は 慨ね級やかなu· j-:状を ' 1 �す る 柏'I底部
はii'i'/筋 に 沿 っ て 溝状 に 1riしれて お り 、 部分(Iり に ピ ッ ト 状の!1'1 1 1 1 , �f[ な認め る I.  位 l1'1i で は安定 し た 黒 茶 色 粘
刈 I が形 成 し 、 ド位J1vi で は 砂やh叶IJ を 多 く 含 む h少/1··/ が 発泣 し て し 、た こ と か ら 朴 , . り な 流 ;)< 1 1し を /'I' っ た 流 路
て あ っ た と 杓 え ら れ る IYJ / jl ,, り よ り のii'i'I 底て は !' I 、ク�i紅 水 を ぶめ 、 辿 物 は 弥 ' I: I .  昇l ( 地 ・ 1加 . J \ ) 、 I .  帥
附 （小 IIIL ・ 坑 · 憫 . )'1 ) • .b儲:1 (坑） 、 ( I 憐i ( ( I 包 J ' · Iii\ イ i ) �、↑ を I l l I .  し た

(3) 出土遺物
河川跡
1 SX1 (Fig.44 · Tab.67) 
縄 文 1 -. 沿
) ,1 ( I )  llf1 I に I - 2mmf',\}([O) Ii少粒 及 ひ f I 炎 ・ 命＇よ /:J を 含 む。 I孤 化が 片： し く わ か り に く し 、力 ＼ 竹'i.か な が
ら 外 1(11 に し l 殻 条 �1:↓ 文 を 認 め る
染(,)
IIIL (2) 底部紅U J'i· で 佑冶 径 7 . 0cm を 復 ｝じす る 淡｝火 l' I 色 の 必 地 に 肖みがかっ た 淡 ｝火 l' I 色 111 1 を 悦 付 け 以
タト に 施柑lす る

68 
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1. 灰棗色土（表土）
2 淡●蒼色枯士
3 ●鼻棗色枯土

(lll1邑n子少渭）
4, 贄茶e粘土
5 鴫鳳e砧土
6 白貴色枯土
7 鳳灰色砂+Si白色り鸞
8. 罵灰十灰白＋茶貫砂這
9 灰11シルト

10 朗葦色帖賃土
＂ 罵灰e枯

（灰色砂霜じリ）
12. 朗鳳豪a帖●土
13. 灰白色妙貫土
14. 朗罵棗色帖賃土
15 1111罵藁灰色帖賣土
1 6  1 3と胃じ
1 7 ●藁e紗貫土

18.11鵬色帖土
(l:tを含む）

19 決鳳灰色帖●土
20 灰ae砂
21 濃罵灰色砂●土
22 灰色l:t+●灰枯●土忠じリ
23. 賃棗色紗馴
24. 葦色砂＋織灰砂震じリ
25 濃罵灰色砂●土
26. 灰臼色砂十遭識灰ett虞じリ
27. • 郎:t:.
28.111罵灰l!li>●士
29. 濃●灰色砂●土
30. 貫棗色砂積
3 1 灰白色l:t'1
32 31と111Jし
33. 灰白l!ll:t
34. 33と胃じ
35 鴫灰白色砂

36. 朗圃灰U
37. Ill菱色"''
38. 淡罵灰l!Iも
39. a灰色＋灰白色シルト置じリ
40. 胃灰eシル ト
41 憂色帖賢土
42. 贄襦粘貫土
43. 鴫葦色帖貫土
44. 費II粘胄土
45. 明賃褐シルト
46. 淡灰貫11シルト

(ltf•Jを少し含む）
47. 46と同じ

（紗利を少し含む）
48. 明●白色シルト
49. 鰭胄鵬色粘土
50. 冑灰色帖土
51. 茶臼色砂
52. 49と隅じ

53. 鳳棗e四
54. 胄贄灰色シルト
55. 沢灰賃色シルト
56. 鴫灰色シルト
57 朗瓢灰e砂賃土
58. 葦!Iii!砂利
59. 胄灰色シルト
60 49と同じ

（紗やU利を少し含む）
61 汲灰縁色U
62 60と閥じ

（り
63 . •  灰藁色砂利
64 63と同じ

（蒼色妙�·を含む）
65 濃灰茶!!it
66. 棗白色砂M
67 66と1111じ

68 歪賃色妙9り
（爛茶e砂杓を少し含む）

69. 睛蒼色帖胃土
70. 胴鯛灰eシルト
71. 銅賃灰白色シルト
72, 浪鵬灰eシルト
73 濃層灰色シルト
74 71 と11Jじ
75. 灰棗色砂
76 75と冑し
77 72と胄じ
78 淡灰aシルト
79. 浪灰色シル�+茶色妙利燐じリ
80 湊灰色り
81. 演灰色l:t+灰白砂澪し')
82 胃灰ti'+棗色妙+lilit!lt鴻じリ
83 ●灰色シルト
84. 豪貫t!l:t�J十灰e砂剖謀じヽJ
85. 灰色ft+茶色砂汎じリ

Fig.42 河川跡 ( 1 SX 1 ) 実測図 ( 1 /40) 

。

86. 疇棗色砂利
87.111灰l!\lt
88. 85と同し
89. 鳳灰i:t+豪e砂"+灰曰O利濃い）
90. 灰白色帖士＋貫色帖土霜じ•J
91.  灰貫色砧土
92. 灰色紗杓...茶糧砂利霜じリ
93. 灰色itT乳臼t!'l砂潰じリ
94. 鴫灰色砂（乳白妙少環）
95. 93と胃じ
96. 鳳灰色砂賢土
97 茶色砂9り
98. 棗色砂9り

（鳳e砂潟い））
99. 胃灰色U

100. 胄沃e1t... 灰ee砂＂混
10 1 .  冑灰色紗
102. 乳白e砧土

（灰色妙温じり）

103. 
104. 11灰色砂"
105 淡鳳灰色シルト
106. 灰臼色＂利＋砂濃じリ
107 胄灰e帖土
108 辱荼e砂利
109 冑灰色妙利

（葦色砂利を少し含t)
, 10 童鳳灰色砂貫土
1 1 1  11灰色砂fll, 12. II灰色帖土

（砂M多濯》
1 1 3 畢荼色砂ti
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熊野析IIIJ辿跡
令 1;c

（空 l j I '伊 真 ： 真 I ·.か ら ）

熊野析IIIJ辿跡
/\IX 令駄

（月；":q , ·,ui : n ,� ・ カ ‘ ら ）

pla. 1 



pla.2 

熊野が町辿跡Alメ: I SX2 l·./1'/ 観察状況 （ 西 か ら ）

熊野炉町辿跡B区 I SD7 J: /M 観察状況 （西 か ら ）
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熊野炉町辿跡8Ii. I SD 1 2 1-.Jl'i/ 観寮状況 （ 束 か ら ）

熊野析Ill 「辿跡BIX:
1 SD 1 2 · 1 3 

('J� l j  I りr.n : n h'. い ら ）

pla.5 



pla.6 

熊野仰11 「辿跡Blx. 1 SD 1 3  l:Jlv/ 観察状況 （束か ら ）

熊野炉Ill「辿跡B IX: I S X I 4 t:J\''i 観察状況 （ 束 か ら ）



熊野析町辿跡B lメ: I SD I 5 1:/f'i 観察状況 ( J.l!か ら ）

熊野が町辿跡1:31メ：
I SD 1 5  

('/忙" I りf. ↓'._t: : !'£ J::: カ . ,う ）

pla.7 



pla.8 

7 - 1  

7-4 

7 - 7  

7 - 1 0  

7 - 1 3  
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7- 2  

7 - 5  

7 - 8  

7- 1 1  

7 - 1 4  

7 - 3  

7 - 6  

7 -9 

7 - 1 2  

7 - 1 5  



pla. 9 

蔵 数 島 ノ 本SDO I · SD02, 似げt区北側 uv;

蔵数｝泣 ノ A>:SDO I · SD02澗行区． 怜帷111 r./\Vi 



pla. 1 0  

蔵数 ），・.� ノ 本SDO I (西 か ら ）

蔵 数 i::り ノ 本SD02 (北か ら ）



pla. 1 1 



pla. 1 2  

蔵数l』 ノ 本SDO J · S002 ( 真 I:)



pla. 1 3  

1 0 - 1  1 0 - 4  1 0 - 7  

1 0- 8  1 0 -9 1 0 - 1 0  

1 0 - 1 1  



pla. 1 4  

蔵数｛呆 占 手第2 次 』/il i1'f.AI�
調 i1'f.l>( 令 以 （ 米 か ら ）

蔵 数 似 占 f第2次調 粁:Alメ
2SX l 3 1: /v/観寮 （ 束 か ら ）



蔵数依 占 F第2次調 �Al>(
2SX 1 3'. 必伽＼状況 （ 東 か ら ）

蔵数（ふり 手第2 次 調 ttAI�
2SD09 1·./1''/ · ';'61/前 リ犬i兄 (」t�Uい ら ）

pla. 1 5  



pla. 1 6  

蔵数（呆 内 F第 2 次』,'J fcJ\ Iメ
2SD09 IJv/ · 、'i��/J i\ 状 況 （北西か ら ）

蔵 数 保 占 予 第 2 次 ，肌I ff.AIX: 
2SD09 1-.M ・ グ�ilul状況 （ 北 束 か ら ）
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pla. 1 8  

蔵数（呆 占 F第2 次』如 朽Al
人
：

2SX l 8検 1 1 1 状況 （ 南 か ら ）

蔵数（呆 , ', 1'第2次 ，淵 介:AIX:
2SX 1 8'./渾状況 （ 北 か ら ）



一

2SX I 8-a l:J\?/ 観察 （北か ら ）

蔵 数 保 古 f第2次』tJ riAI人
2SX l 8  Iサiり 観察 （ 南 米 か ら ）

pla. 1 9  

2SX 1 8-b L : 11'�/観察 （北か ら ）



pla .20 

2SX 1 8-c 1:)1'り観察 （北か ら）

2SX 1 8-e 上）1"/観奴 （ 南 か ら ）

蔵数保 古 f 第2 次 調 ff.A区
2SX22完枷l状況 （北か ら ）

2SX 1 8-d 1:/m批寮 （ 西 か ら ）

2SX 1 8-f  l:J\V/ 1視寮 ( Iもj か ら ）



蔵数保 占 F第2次 ，Vl,l ft.A区

2SX27検I I I状況 （ 東 か ら ）

pla. 2 1  



pla .22 

級 数 似 占 F第2次』1,J 介:AIX:
2SX2 7'/i:4/nl状況 （北か ら）

蔵数9呆 古 f第2次温11l:Ali
2SX27検 I l l状況 （ 洵 か ら ）



pla.23 

22 - 1  22-6 22- 1 0  

2 2 - 2  2 2 - 7  22- 1 1  

22-4 2 2 - 8  22- 1 2  

22 - 5  22-9 22 - 1 3  



pla .24 

22- 1 4  

22- 1 5  

22- 1 6  

22- 1 7  

22- 1 8  

22- 1 9  

....l..tm 函

22 - 2 1  

2 2 - 22 

22 -22 

22 - 23 

22 - 24 
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22-25 22-29 22-33 

2 2 - 30 22-34 

2 2 - 27 22-31  22 - 35 

2 2 - 28 22-32 22-36 



pla.26 

22-37 

22 - 38 

2 2 - 38 

22-39 

22 -40 

22-41 

22-42 



蔵数保 古 f辿跡
2次Alメ． 令 l; t

（竹� ' i 1 '1Hf : � ヒ カ ヽ Iう ）

蔵 数 保 古 F辿跡
2次81メ・ 全 以

（牙� " I 'I j'. t'↓ ; : 1Jり カ ヽ lう ）

pla. 27 



pla.28 

蔵数応汀 咄辿跡2 次RIメ・
2SD I '/� 伽I�犬沙l (、lti) ヽ ら ）

蔵 数 似 古 千辿跡2次 B li
2SD I グ6伽＼刈犬i兄 （ 南 か ら ）
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蔵 数保 占 印U跡2 次Blメ：
2SD 1 北ベル ト 1: /\'t/ 観寮状況 （北か ら ）

．．
 ‘. 

_ ,-

I 

蔵数（呆 古 F辿跡2 次Bl叉
2SD I 1f,iベル ト J·. /1

、1観察状況 ( l �iか ら ）



pla.30 

蔵数闊片 F辿跡2次Bl>Z

2SX2 · 3ン・¢伽状況 （北か ら ）



pla. 3 1  

蔵数9呆 古 F辿跡2 次Blx'.
2SX2'.,'蹟1\ 状況 （ 西 か ら ）

蔵数｛呆 古 f辿跡2次B区
2SX2 l:Jm 戊寮状況 （北か ら ）



pla.32 

蔵数保 古 F辿跡2 次 B J,(
2SX5 (SB) 1.: 11''/ 1硯寮状況 （ 西か ら ）

蔵数（糾i .F辿跡
2 次 8 1メ・

2SX5'.,'�1l11i 
（竹� 1 1 , ., f. ↓, 1 : 1'£ I '.  ・ カ 、 r:> )



pla. 33 

蔵数（糾i 印U跡2次Bl�

2SX5 (S9) J-HH�l状 況 （北か ら ）

蔵数（呆 占 F辿跡2次B lメ：
2SX5 (S9) Hl!ft'l状況 （北か ら ）



pla.34 

蔵 数俵'i r辿跡2次13 1メ．
2SX5 (S9) JiW1状況 （北か ら ）

蔵数イ呆 古 F辿跡2次 Bit

2SX5 (S9l 堆禎状況 （北か ら ）



pla .35 

蔵 数 闊,, r辿跡2 次131�
2SX5 (S9) Jfl(1i'l状況 （北か ら ）

蔵数（呆 占 F辿跡2次B lメ'.
2SX5 (S9) 堆机状況 （北か ら ）



pla .36 

蔵 数 1呆 古 F辿跡2次Blメ：
2SX5 (S9) 堆禎状 況 （ 西 か ら ）

蔵数保 占予辿跡2次131メ：
2SX5 (S9) 堆柏状況 （ 束 か ら ）



pla. 37 

蔵 数 保 古 F辿跡2 次Rixー・

2SX5 (S9) 小 イ i検I l l状況 （北か ら ）

蔵数保 古 手辿跡2 次BIX:
2SX5 (S9) 小 イ ［検出状況 ( I妬i か ら ）



pla.38 

蔵数（呆 占 f辿跡2 次 B l:><'.
2SX5 (S9) 1·� 掘状況 （ 束 か ら ）

蔵 数 保 占 r�辿跡2 次S I;.<�
2SX5 (S9) i'dllttl状 況 （ 束 か ら ）



pla.39 

24- 1  24- 2  24- 3  

24-4 24- 5 24- 6  

24- 7  24-8 24-9 

27- 1 0  27- 1 1  27- 1 2  

2 7 - 1 3  27- 1 4  27- 1 5  



pla.40 

27- 1 6  27- 1 7  27- 1 8  

27- 1 9  2 7 - 20 2 7 - 2 1  

27 - 22 27-23 27 - 24 

27- 25 27- 26 27-27 

27 - 28 27- 29 2 7 - 30 



pla.41  

2 7 - 3 1  27-32  27 - 33 

2 7 - 34 28- 35 

28- 36 28-37 28- 38 

28-39 28- 40 28-41  

28-42 28-43 28-44 



pla.42 

28-45 28-46 28-47 

28-48 28-49 29 - 50 

29- 5 1  29- 52 29-53 

29- 54 29 - 55 29 - 56 



蔵 数 保 古 F辿跡2次C lメ：
2SDO I ( �UJ • ら ）

蔵 数保 占 「••迎跡2次Cfl
2SK03, 淵 1"1:1メ: .!-1,! {代 1-.刑

pla.43 
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pla.45 

級 数 9呆 古 f辿跡2次Clメ・
2SD05 · 2SD06 ( 1H 1.  い ら ）

蔵 数 保 占
r
'追跡2次Cl,S:

2SD0 5 · 2SD06』.'� ff. Iふ叩挽 1 ·. /1、'/



pla.46 

‘・

蔵 数 （呆 古 P辿跡2 次Cll
2SK07 · 2S008 ( "tiり1が ら ）

蔵数似 占 T辿跡2次Clメ·

2SD08』,II ff. 区 米i代 l·. }\v/



pla.47 

蔵数イん『f�辿跡2次Cl>(
2SD08ベル ト 怜j llilJ l:Jiv/ 

ヽ

、..、...,... -.... ....' -- 、

• ·-
../ 

ヽ
... 

•, 

蔵数（呆 古 F迫跡2次Cl�
2SP I I ( 東 か ら ）



pla.48 

蔵 数 I�訂i r, 辿跡2 次Clメ：
北 側 閥 代 区 （ 真 IJ

蔵数保 占
―
f�辿跡2次Cl刃

怜i 側闘杏区 （ 具 I : )



蔵 数 9呆 占 fs辿跡2 次Clメ：
1Ji'J ft ,� 令 以 （ 西 か ら ）

蔵 数 保 古 f迫跡2 次Cll.
調 ff.I!..令 以 （ 米fllil を �J. む）

pla.49 



pla.50 

34- 1 34- 2  34-4 

34- 3外 34-3内 34- 7  

34-6外 34-6内 34- 8内

34-8外

34- 1 0  34- 1 3  



34-9内

34- 9外

34- 1 5  

，．→ 

... .. 

34 - 1 6内

34- 1 6外

35- 1 8  

pla. 5 1  

34- 1 7上

34- 1 7下



pla .52 

J磁姿� :niく J.U且跡i

令 u
('�� l j  I 'If. n ; 1+J 力 l jう ）

蔵数�.UII 凡辿跡

全尿

(·,;� l j  1 '11- ↓'L : ↓'.f, Iこ力, r") l 



pla .53 

成数 ・Jll� 丸辿跡
I SD I l:/1'1/ 1':ll烈状況 （ 西 か ら ）

蔵数三郎 丸辿跡
I SD2 l: M観烈状況 （ 束か ら ）



pla.54 

蔵数 汀!I�凡辿跡
I S03 l :M観京状況 （ 南 か ら ）

蔵 数 :.n11 丸辿跡
心リJ 辿 朴'i

( '';": " 1 ·11 ↓'l : ft I_: ヵ ・ ら ）



pla .55 

38 - 1  38 - 2  

38 - 3  

38-4 
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竹製11/1染検I l l
（ 東 か ら ）

長 畝町A lメ：
J SD02 竹製II;''( 梨

（ 米か ら ）

pla .57 



pla.58 

艮畝lll fA IX:
I SD02』,'l ff.l刈叩If: l : Jl·f/ 

長畝町Alヌ
束iUIJ 調 1't I文・全 以 （ 以 L:)
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pta.60 

4 1 - 1  4 1 - 3 

4 1 -8外

41 - 9  

41 -8内

·--·. 

41 -5内

4 1 - 5  
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41 - 1 1  



蔵 数 l�1i仇lll f辿跡
令 以

(•,� l j I 'I j. fr ; I/りカヽ ら ）

蔵 数u畝町辿跡
Blx: �  を は

（布l j 1 ''f.具 ： 怜iか ら ）

pla. 6 1  



pla.62 

蔵 数 艮畝町辿跡B屁
1 SX 1 充掘状況 （北か ら ）

蔵数屁畝町辿跡
BIX: 全 以

( ''好 " I 'If. i'J : ↓ �. HJ> ら ）



pla.63 

蔵 数 j乏 畝 1111辿跡B l>(
I SX I 如柁北側 Uiv/ 1叫寮状況 （ 西 か ら ）

蔵数艮畝 IIIT辿跡Bl又
I SX I 米咽北側 中 火 I淋jv/ 観寮状況 （ 西 か ら ）



pla.64 

蔵数艮畝Ill]辿跡Blメ：
I SX J �  訊釘M !ll'J 中 央 I:/1'1/賎寮状祝 （西か ら ）

蔵数艮畝町辿跡B lメ：
I SX J 11判度 作i佃J tJ("/観察状況 （ 西 か ら ）



蔵 数 艮 畝 Ill]辿跡B l,(
2SD2完掘状況 （ 東 か ら ）

蔵数反畝町辿跡Blメ．

2SD2ン·�伽l状況
(•,;'!" I •1 f. 真 ： 真: I :  カ • ら ）

pla.65 



pla.66 

蔵数艮畝Ill「辿跡Bl�
2SD2 米収 1 -.M観沼状況 （ 西 か ら ）
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44- 1 44- 2  

44-3 44-4 44- 5  

44-6 44- 7  44-8 

44- 9  44- 1 0  44- 1 1  

44- 1 2  44- 1 3  
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44- 1 4  4 5 - 1 5  

45- 1 6  45- 1 7  

45 - 1 8  
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i ,  
筑後北部地区遺跡群 平面図 （熊野栢町遺跡） ( 1 /300) 
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ti I 
筑後北部地区遺跡群 平面図 （蔵数島 ノ 本遺跡調酉） ( 1  /300) 
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筑後北部地区遺跡群 平面図 （蔵数保古手遺跡第2次調酉B区） ( 1 /300) 
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筑後北部地区遺跡群 平面図 （蔵数三郎丸遺跡） ( 1  /300) 
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筑後北部地区遺跡群 平面図 （蔵数長畝町遺跡調査A区） ( 1  /300) 
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筑後北部地区遺跡群 平面図 （蔵数長畝町遺跡B区） ( 1 /300) 
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